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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

襄
文
三
年
成
立
「
黒
川
如
水
記
」
を
中
心
に

慶
長
五
年
（
一
六
0
0
)
九
月
、
美
濃
国
関
ヶ
原
で
徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
と

1
W
-
―
一
成
率
い
る
西
軍
が
激
突
し
た
ほ
ぼ
同
じ
頃
、

九
州
に
お
い
て
は
豊
後
国
速
見
郡
什
垣
原
で
黒
田
如
水
、
な
ら
び
に
細
川
忠
興
家
臣
で
豊
後
日
木
付
城
代
松
井
佐
渡
守
（
康
之
）
率
い

る
黒
w
•

細
川
連
合
軍
と
、
元
豊
後
国
領
主
で
あ
っ
た
大
友
義
統
が
率
い
る
軍
勢
と
が
激
突
し
た
合
戦
、
そ
し
て
そ
れ
に
勝
利
し
た
如

水
が
九
州
を
転
戦
し
た
一
連
の
合
戦
に
つ
い
て
記
し
た
軍
品
が
九
州
大
学
に
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
同
大
学
所
＂
威
の
も
の

は
【
表
l-
】
の
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
九
州
大
学
所
蔵
の
関
連
史
料
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
ら
史
料
群
の
な
か
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
【
表
①
】
の
①
「
黒
田
如
水
記
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）

に
、
貝
原
益
軒
が
編
纂
し
た
「
黒
田
家
譜
」
所
収
の
「
如
水
記
」
に
先
立
つ
こ
と
|
五
年
前
の
寛
文
一
一
年
＇
（
一
六
六
一
―
-
)
二
月

q

口日、

「
昌
成
」
な
る
人
物
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
「
書
之
」
と
あ
る
の
で
、
写
本
で
は
な
く
正
本
で
あ

史

料

紹

介
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し
て
い
る
の
で
あ
る
、
ゾ
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
窮
文

水
記
」
（
「
黒
田
家
譜
」
所
収
）
よ
り
先
に
成
立
を

い
成
立
と
い
え
る
，
し
か
も
、
貝
原
益
軒
の
「
如

他
の
石
垣
瓶
合
戦
に
関
す
る
軍
品
の
な
か
で
は
早

五
年
か
ら
約
六
十
年
後
に
記
さ
れ
た
も
の
な
が
ら
、

（
【
図
版
1¥
】
参
照
ご
こ
れ
は
慶
長

と
い
う
標
題
は
後
年
、
製
本
の
際
に
つ
け
ら
れ
た

と
が
同
書
の
奥
書
か
ら
わ
か
る
J

「
黒
田
如
水
記
」 の

【表(i)】九州大学所蔵石垣原合戦関係軍記一覧

貝
原
益
軒
の
読
書
目
録
で
あ
る
「
玩
古
目
録
」

「
黒
田
如
水
記
」

外
題
で
あ
る

：
ニ
一
冊
を
読
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
冊
の
「
黒
田
如
水

-
2
-

記
」
の
割
注
に
は
「
114

勺
故
郷
物
語
」
と
あ
る
Q

た

だ
し
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
史
料
は
こ
の
「
故
郷
物

(
3
)
 

語
」
と
は
異
な
る
書
物
で
あ
る
〔
，
ま
た
、

「
黒
田
如
水
記
」
は
本
来
こ
う
し
た
書
名
で
は
な

く
、
「
如
水
九
州
軍
記
」
と
い
う
書
名
だ
っ
た
こ

―
―
一
年
成
立
の
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）

を
書
誌
学
的
に
検
討
し
、
な
ぜ
屈
古
が
編
ま
れ
た

に
は
、
貞
亨
元
年
（
一
六
八
四
）
し
月
、
益
軒
が

車rp
 
御後
書

豊

聞
3
 

m
m
 

c
c
 

1
5
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備 考

「統群書類従＇第

フ1
23輯上 1、1924年、
続群占粕従完成

会） に翻亥11され

たものがあな

冶続群書類従」第

23輯上 il924年、
続群占類従完成

会＼に翻刻され

たものがあな

『続群告類従j
第z:i輯 1・.④と
1セソトであっ
たと推測される，＂

『大分県郷上史

料集成戦記篇』

(1973年、臨Ill
許店）に翻刻さ

れたものかあるc
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

と
を
発
端
と
す
る
。
こ
の
た
め
細
川
家
に
石
垣
原
合
戦
に
関
す
る
史

料
が
残
さ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
本
史
料
は
作
者

・
成
立
年
代
と
も
に
不
詳
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
軍
記
研
究
に
資
す
る
と

（二
）
史
料
中
に
は
適
宜
、
注
を
付
し
、
必
要
な
場
合
は
補
注
番
号
を
加
え
た
。

（三）

原
文
に
読
点
（
、
）
を
加
え
、
ま
た
並
列
点

(
.
)
を
適
宜
挿
入
し
た
ほ
か
は
、
文
心
早
体
裁
を
含
め
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と

し
た
。
た
だ
し
、
行
下
り
は
字
詰
め
の
た
め
原
文
と
は
異
な
る
。

（
五
）
原
史
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
古
体

・
異
体
・
略
体
な
ど
の
文
字
は
、
便
宜
上
活
字
体
に
直
し
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名
は
江

・
而

．

者
の
ほ
か
は
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
た
。

（
四
）
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
た
。

(
-
）
見
出
し
部
分
は
太
字
に
し
た
。

【
凡
例
】

）
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
全
文
を
翻
刻
し
た
も
の
を
載
せ
る
。

5

豆
0

悶
t

f

＇
r訂
：
9
9
9
:/

~
5

i ． 

..,. 
ゑ~·

【図版①】「黒田如水記」 （「如水九州
軍記）の表表紙

家
文
書
の
な
か
の
石
垣
原
合
戦
に
関
す
る
軍
記
で
あ
る

さ
ら
に
、
関
連
史
料
と
し
て

か
に
し
た
い
。

記
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
次
史
料
と
比
較
し
て
、
そ
れ
を
明
ら

【表
①
】
の
②
「
石
垣
原
合
戦
大

友
家
党
書
」
も
併
せ
て
翻
刻
し
、
考
察
す
る
。
本
史
料
は
宇
土
細
川

（
【表
①
】

の
②

・
後
掲

【図
版
②
】
参
照
）
。
石
垣
原
合
戦
は
東
軍
方
の
細
川

忠
興
の
飛
び
地
豊
後
木
付
城
を
、
西
軍
方
の
大
友
義
統
が
攻
め
た
こ

の
か
、
ま
た
、
同
書
は
比
較
的
歴
史
的
事
実
に
忠
実
な
実
録
的
「
軍
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2
 

（
六
）
誤
用
の
訂
正
や
註
釈
の
た
め
、
右
側
に
丸
括
弧
を
付
し
、
傍
注
を
加
え
た
。

（
七
）
墨
抹
で
本
来
の
文
字
が
読
め
な
い
場
合
は
、

■記
号
、
墨
抹
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
本
来
の
文
字
に
訂
正
が
あ
る
場
合
は

そ
の
右
側
に
訂
正
文
字
を
付
し
た
。
こ
の
場
合
、
原
文
に
あ
る
文
字
な
の
で
丸
括
弧
は
用
い
な
い
。
文
字
の
解
読
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
口
記
号
な
ど
で
表
現
し
た
。
そ
の
際
、
右
側
に
想
定
さ
れ
る
文
字
や
注
記
（
虫
食
い
な
ど
）
な
ど
を
丸
字
括
弧
内
に
適

宜
付
し
た
。

翻
刻
「
黒
田
如
水
記
」
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
六
八

0
／
ク
／
三
＿
）

(
4
)
 

黒
田
如
水
於
豊
前
国
催
軍
勢
事

i

慶
長
五
年
庚
子
秋
の
こ
ろ
、
ミ
や
こ
に
お
ひ
て
兵
乱
起
の
よ
し
告
来
り
け
れ
ハ
、
豊
前
国
中
津
の
城
主
黒
田
如
水
、
家
臣
等
を
よ
ひ
集

（

之

房

）

｛

祐

直

）

安

｛

母

里

友

信

）

る
ナ
り
、
毛
利
多
兵
衛
尉
鱈
字
・
栗
山
四
郎
右
衛
門
翻
罰
•
井
上
九
郎
右
衛
門
尉
螂
叩

7
•
久
野
次
左
衛
門
尉
・
野
村
市
右
衛
門
尉
咋
頌
佐
、

（
伺
ヵ
）

右
御
前
に
口
候
し
て
、
如
水
仰
た
る
ハ
、
上
方
事
出
来
る
の
よ
し
到
来
有
、
我
前
内
府
家
康
公
二
ふ
か
く
約
諾
の
子
細
あ
り
、
其
上
長

子
甲
斐
守
長
政
関
東
へ
従
ひ
く
た
り
し
な
れ
ハ
、
い
そ
き
軍
勢
を
催
し
、
先
九
州
二
お
ひ
て
毛
利
方
の
城
々
と
も
こ
と
／
＼
く
攻
平
け
、

筑
紫
を
一
統
し
て
中
国
へ
を
し
わ
た
り
、
毛
利
領
知
の
国
々
登
向
し
、
そ
れ
よ
り
ミ
や
こ
へ
上
り
、
家
康
公
へ
忠
功
を
つ
く
さ
む
と
思

(5a) 

ふ
な
り
と
の
た
ま
ひ
け
れ
ハ
、
家
臣
一
同
に
御
綻
尤
な
り
と
そ
申
上
け
る
、
さ
ら
ハ
い
そ
き
陣
用
意
い
た
し
候
へ
と
仰
付
ら
れ
し
か
ハ
、

（
マ
マ
）

人
数
持
の
衆
・
物
頭
其
外
諸
役
人
へ
そ
の
旨
を
そ
申
け
れ
た
る
、
を
の
／
＼
承
り
い
さ
ミ
の
、
し
る
事
限
な
し
、

大
友
義
統
従
周
防
豊
後
国
押
渡
事

｛
吉
統
・
中
遵

(
6
)

妥
二
豊
後
国
前
の
守
護
大
友
義
統
、
近
年
周
防
国
山
口
に
流
牢
の
鉢
二
て
お
り
し
た
る
、
ひ
そ
か
二
お
も
ひ
立
給
ふ
ハ
、
今
天
下
二
つ

に
分
れ
、
国
守
・
郡
主
互
二
義
を
立
、
勇
猛
を
争
ふ
時
節
と
な
れ
り
、
我
久
し
く
山
口
二
居
住
し
て
輝
元
卿
の
諄
冒
止
預
り
け
る
間
、

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

如
水
中
津
を
打
立
豊
後
国
出
張
の
事

終
に
一
一
の
丸
ま
て
責
破
り
、
本
丸
は
か
り
二
成
に
け
り
、

猛
威
を
ひ
た
、
し
く
そ
成
二
け
る
、

こ
の
た
ひ
蕉
臣
家
僕
と
も
を
集
め
、
義
兵
を
起
し
、
毛
利
家
の
恩
を
報
せ
は
や
と
工
夫
し
た
る
慮
に
、
石
田
治
部
少
輔
方
よ
り
密
二
申

送
の
子
細
あ
り
け
れ
ハ
、
ね
か
ふ
と
こ
ろ
の
幸
と
喜
む
て
、
方
々
へ
廻
文
を
遣
け
れ
ハ
、
隣
国
／
＼
さ
ま
よ
ひ
居
た
る
家
人
と
も
馳
集

り
、
程
な
く
大
勢
に
な
り
二
け
り
、
さ
ら
ハ
豊
後
の
国
へ
を
し
わ
た
り
、
か
の
国
を
治
は
や
と
思
ふ
な
り
、
旧
功
の
武
士
と
も
豊
前
・

筑
前
・
肥
前
の
間
に
お
、
く
有
へ
き
な
れ
ハ
、
飛
力
を
か
つ
て
も
よ
ほ
さ
ん
と
国
々
へ
そ
遣
け
る
、
我
時
を
え
て
豊
後
へ
入
国
を
企
る
、

各
譜
代
の
旧
恩
を
忘
す
ハ
、
急
府
内
表
へ
参
陣
有
へ
き
旨
鱗
送
り
け
れ
ハ
、
時
日
を
移
さ
す
う
ち
た
ち
け
り
、
義
統
ハ
山
口
よ
り
渡
海

有
て
府
内
へ
よ
り
西
北
に
あ
た
り
立
石
と
い
ふ
と
こ
ろ
を
軍
旅
と
す
、
大
友
ハ
昔
よ
り
こ
の
国
の
守
護
と
い
ひ
、
殊
更
そ
れ
よ
り
前
、

豊
・
筑
・
肥
悉
く
幕
下
た
る
し
に
よ
っ
て
旧
功
を
し
た
ふ
も
の
お
ほ
く
こ
、
か
し
こ
よ
り
馳
集
て
大
勢
旗
を
な
ひ
か
し
鉾
を
よ
こ
た
ヘ

大
友
豊
後
国
木
付
城
を
攻
る
事

（
康
之
）

か
、
り
し
程
二
同
国
木
付
の
城
主
細
川
越
中
守
忠
興
家
臣
松
井
佐
渡
守
・
有
吉
四
郎
右
衛
門
尉
鰐
炉
守
在
城
し
た
る
間
、
先
か
れ
を
責
討

（
鎖
統
）

む
と
て
、
宗
像
掃
部
助
を
大
将
と
し
て
木
部
山
城
守
・
大
駕
賢
助
・
柴
田
小
六
．
都
甲
兵
部
な
と
云
者
多
勢
を
卒
し
城
下
に
着
て
、
ひ

(
9
)
 

と
し
く
堀
屏
を
乗
越
／
＼
ひ
た
／
＼
と
そ
攻
入
け
る
、
松
井
・
有
吉
こ
れ
を
ミ
て
、
諸
卒
に
下
知
し
、
弓
鉄
砲
を
透
間
な
く
討
懸
う
ち

（
泉
途
・
先
途
）
（
ふ
ヵ
）

か
け
妥
を
せ
ん
と
け
せ
き
た
れ
ハ
、
手
負
あ
ま
た
出
来
し
け
り
、
さ
れ
と
も
寄
手
大
勢
な
れ
ハ
事
と
も
せ
す
人
替
／
＼
せ
め
け
れ
ハ
、

去
程
二
黒
田
如
水
仰
あ
り
け
る
ハ
、
大
友
義
統
豊
後
の
国
へ
押
渡
り
、
立
石
表
に
軍
旅
を
か
ま
へ
、
近
国
旧
功
の
諸
士
と
も
悉
馳
集
り

猛
威
を
ふ
る
ふ
の
よ
し
、
そ
の
聞
へ
有
、
先
豊
後
表
へ
出
張
し
大
友
を
討
亡
さ
む
と
着
到
を
注
さ
れ
、
七
千
餘
騎
を
引
卒
し
て
九
月
九

日
中
津
を
打
立
給
ふ
、
そ
の
日
ハ
赤
根
峠
二
野
陣
を
か
け
ら
れ
、
翌
日
十
日
未
明
よ
り
先
陣
次
第
／
＼
二
打
せ
ら
る
、
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高
田
城
属
味
方
事

（
重
利
）

妥
に
豊
後
の
国
高
田
の
城
主
竹
中
源
助
賢
〗
守
方
へ
使
を
た
て
ら
れ
け
る
ハ
、
今
度
大
友
退
治
の
た
め
二
立
石
表
へ
出
張
い
た
す
と
こ
ろ

也
、
味
方
二
参
ら
る
へ
き
か
否
是
非
の
返
事
承
ら
ハ
む
と
有
た
れ
ハ
、
内
々
御
出
張
の
よ
し
承
及
御
勢
に
加
り
申
さ
む
と
用
意
い
た
し

（
竹
中
重
義
）

候
と
て
長
子
を
人
質
に
出
し
先
勢
二
そ
加
り
け
る
、

安
喜
城
乗
捕
事
、
付
、
木
付
城
後
詰
事

（
直
盛
）

夫
よ
り
安
喜
の
城
へ
を
し
懸
給
ふ
、
城
主
熊
谷
内
蔵
殿
ハ
毛
利
方
二
て
上
方
に
有
け
れ
ハ
、
留
守
居
の
者
と
も
楯
篭
け
り
、
か
、
る
と

こ
ろ
二
木
付
の
城
松
井
・
有
吉
方
よ
り
飛
脚
来
て
申
け
る
ハ
、
大
友
義
統
多
勢
を
も
つ
て
木
付
の
城
を
圃
の
間
、
城
中
身
命
を
捨
、
防

戦
と
云
共
、
新
手
を
入
替
／
＼
攻
け
る
二
依
て
一
一
の
丸
ま
て
攻
破
ら
れ
、
詰
の
城
二
て
支
へ
、
既
二
難
義
二
及
の
間
、
御
助
勢
有
へ
き

旨
告
来
る
、
如
水
聞
給
ひ
て
さ
ら
ハ
先
彼
者
を
救
へ
し
、
勢
を
引
と
る
な
ら
ハ
城
内
よ
り
し
た
ひ
と
る
事
あ
ら
む
か
、
栗
山
四
郎
右
衛

門
残
居
て
勢
を
ふ
せ
を
き
、
敵
う
ち
出
な
ハ
こ
と
ノ
＼
く
う
ち
果
せ
と
て
黒
田
一
二
四
郎
鰐
詞
監
物
．
本
田
半
三
郎
・
山
脇
弥
七
郎
其
外
鉄

（

基

次

）

抱
を
さ
し
そ
へ
ら
る
、
黒
田
三
左
衛
門
尉
闘
平
・
後
藤
又
兵
衛
尉
両
人
ハ
甲
州
長
政
に
相
付
、
関
東
へ
下
り
た
れ
ハ
、
三
左
衛
門
手
の

者
、
江
見
彦
右
衛
門
・
糟
屋
茂
兵
衛
・
進
藤
加
左
衛
門
•
関
勘
六
な
と
如
水
の
御
供
申
せ
し
を
も
相
加
へ
ら
る
、
さ
有
て
先
勢
ハ
木
付

へ
押
せ
ら
れ
、
旗
本
を
引
取
給
ふ
、
案
の
こ
と
く
敗
北
そ
と
思
ひ
城
中
よ
り
打
て
い
つ
る
、
栗
山
案
の
岡
二
敵
を
引
請
、
一
度
に
と
つ

と
立
よ
り
、
中
二
取
篭
、
散
々
二
戦
ひ
、
こ
と
／
＼
く
討
取
け
り
、
本
田
半
三
郎
・
黒
田
三
四
郎
・
山
脇
弥
七
郎
、
黒
田
三
左
衛
門
内

江
見
彦
右
衛
門
な
と
分
捕
を
そ
し
た
り
け
る
、
栗
山
手
の
者
も
分
捕
れ
、
其
外
何
れ
も
手
負
餘
多
有
け
る
と
、
如
水
こ
の
よ
し
ミ
給
ひ
、

旗
本
を
返
れ
、
即
時
に
城
を
乗
捕
給
ひ
け
り
、
そ
れ
よ
り
騎
兵
鞭

■鐙
を
そ
へ
、
木
付
の
城
二
馳
付
し
か
ハ
、
大
友
方
是
を
ミ
て
い
か

に
お
も
ひ
け
む
、
城
を
ま
き
ほ
く
し
立
石
に
到
て
勢
を
打
い
れ
け
れ
ハ
、
松
井
・
有
吉
、
急
難
を
遁
れ
け
り
、

於
立
石
表
大
友
と
合
戦
之
事

如
水
さ
ら
ハ
急
立
石
表
へ
骰
向
せ
よ
と
て
、
先
勢
次
第
に
打
て
立
石
の
こ
な
た
な
る
石
垣
原
に
う
ち
の
そ
ミ
魚
鱗
に
陣
を
備
ら
る
、
竹

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

―
町
計
行
て
ミ
れ
は
、
久
野
・
曽
我
部
討
死
し
、
松
井
・
有
吉
も

中
源
助
も
加
り
こ
し
陣
を
す
へ
、
松
井
佐
渡
守
・
有
吉
四
郎
右
衛
門
尉
も
手
勢
引
つ
れ
石
垣
原
の
東
な
る
小
山
に
陣
を
と
つ
て
け
り
、

（

統

ギ

）

（

統

旗

）

（

布

）

（

統

実

）

（

布

）

（

統

栄

）

か
く
て
大
友
方
よ
り
吉
弘
加
兵
衛
尉
大
将
と
し
て
小
田
原
又
左
衛
門
尉
・
深
栖
七
左
衛
門
尉
・
吉
良
偲
左
衛
門
尉
・
木
部
山
城
守
・
大

賀
賢
助
•
清
田
民
部
な
と
い
ふ
者
と
も
多
勢
引
つ
れ
立
石
よ
り
う
ち
む
か
ひ
け
れ
ハ
、
中
津
勢
の
先
手
母
里
与
三
兵
衛
尉
・
時
枝
平
大

夫
相
し
た
か
ふ
者
共
を
卒
、
か
け
合
い
と
ミ
戦
し
か
、
母
里
・
時
枝
か
兵
多
く
討
れ
け
れ
ハ
、
力
及
は
て
引
退
け
り
、
二
番
二
久
野
次

左
衛
門
尉
大
将
と
し
て
金
の
天
月
の
甲
を
着
、
手
勢
井
二
曽
我
部
五
右
衛
門
其
外
相
し
た
か
ふ
武
士
と
も
引
つ
れ
真
黒
に
突
て
懸
る
、

宗
像
掃
部
諸
卒
に
下
知
し
て
只
今
馳
向
久
野
ハ
黒
田
家
二
て
一
方
の
大
将
た
る
も
の
そ
、
あ
ま
す
な
も
ら
す
な
討
と
れ
や
と
高
声
し
た

り
け
れ
ハ
、
中
津
勢
負
色
に
ミ
た
し
け
り
、
久
野
下
知
し
け
る
ハ
、
先
二
栂
里
・
時
枝
云
か
ひ
な
く
引
退
し
故
、
敵
氣
二
乗
し
な
り
、

妥
二
て
万
死
一
生
の
働
な
く
ハ
味
方
の
大
事
た
り
、
義
を
知
も
の
ハ
つ
、
け
や
と
士
卒
に
先
立
懸
入
け
り
、
手
勢
光
留
立
左
衛
門
・
戸

田
甚
内
・
山
本
勝
蔵
・
稗
田
九
蔵
・
下
田
作
左
衛
門
、
命
を
義
二
軽
ん
し
掛
巻
り
戦
け
る
か
、
敵
大
勢
な
れ
ハ
手
負
死
人
を
乗
越
ノ
~

戦
け
れ
ハ
五
人
の
者
共
も
討
死
を
そ
し
た
り
け
る
、
久
野
も
向
敵
を
討
捕
、
餘
多
に
手
を
負
せ
、
終
二
忠
死
を
遂
二
け
り
、
曽
我
部
も

馬
手
の
方
に
て
敵
と
戦
け
る
か
久
野
討
死
を
ミ
て
我
遁
る
所
に
あ
ら
す
と
大
勢
の
中
二
懸
入
討
つ
う
た
れ
つ
戦
て
是
も
討
死
を
そ
し
た

り
け
る
、
松
井
・
有
吉
、
東
の
方
二
陣
取
て
居
た
り
し
か
此
由
を
ミ
て
相
し
た
か
ふ
も
の
と
も
引
つ
れ
打
お
ろ
し
ま
む
丸
二
成
て
懸
り

け
り
、
大
友
勢
、
久
野
・
曽
我
部
を
討
取
き
お
ひ
か
、
っ
た
る
武
者
共
な
れ
ハ
す
こ
し
も
た
め
ら
ハ
す
、
う
ち
む
か
ひ
火
花
を
散
し
責

戦
ふ
、
松
井
・
有
吉
妥
を
先
途
と
懸
乱
し
け
る
か
、
手
負
討
死
餘
多
と
成
け
れ
ハ
、
先
兵
共
二
息
を
つ
か
せ
む
と
本
の
陣
へ
そ
引
と
り

け
る
、
井
上
九
郎
右
衛
門
尉
ハ
三
の
目
の
大
将
二
て
備
を
立
て
居
た
り
し
か
、
其
所
の
地
形
先
さ
か
り
二
て
間
二
高
き
所
有
て
合
戦
の

場
所
ミ
て
さ
り
け
れ
ハ
、
我
行
て
先
勢
の
も
や
う
を
量
ふ
へ
き
間
諸
勢
一
人
も
動
す
し
て
我
下
知
を
待
へ
し
と
い
ひ
て
唐
冠
の
甲
を
着
、

鳥
毛
の
棒
の
さ
し
も
の
二
て
只
一
騎
か
ち
も
の
拾
人
ハ
か
り
召
連
、

戦
つ
か
れ
本
の
陣
へ
引
よ
り
け
れ
ハ
、
敵
方
の
武
者
共
ハ
芝
居
二
お
り
敷
、
扇
を
ひ
ら
き
つ
か
ひ
居
た
り
、
井
上
是
を
ミ
て
よ
き
時
分

と
思
馳
帰
る
二
及
す
、
ざ
い
を
も
つ
て
は
や
押
懸
れ
と
招
け
り
、
大
野
三
郎
左
衛
門
、
旗
奉
行
二
て
柏
樹
の
紋
の
昇
か
せ
二
さ
、
め
き
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長

h
年
石
坦
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

立
て
馳
来
り
、
何
も
も
馬
よ
り
お
り
立
た
り
、
敵
ハ
し
つ
ま
り
か
へ
り
て
居
た
り
し
か
、
あ
ひ
近
二
成
け
れ
ハ
、

う
ち
む
か
ふ
、
其
中
に
赤
ね
の
母
衣
掛
た
る
武
者
深
栖
七
左
衛
門
と
名
乗
て
真
先
二
懸
来
る
を
、
中
津
勢
―
―
ハ
人
野
久
大
夫
と
名
乗
て

鑓
を
合
せ
げ
り
、
勝
負
や
を
そ
か
り
け
む
、
共
二
太
刀
を
ぬ
き
う
ち
あ
ひ
、
引
く
む
て
上
を
ド
ヘ
返
し
け
る
か
、
大
野
ハ
深
栖
を
取
て

（
マ
マ

L)
伯
牛
）

押
へ
終
二
頭
を
か
き
お
と
し
け
り
、
又
敵
方
に
小
田
原
又
左
衛
門
と
名
乗
と
こ
ろ
を
大
野
勘
左
衛
門
か
け
合
せ
、
し
ハ
し
太
刀
打

し
て
引
組
、
勘
左
衛
門
ハ
又
左
衛
門
を
取
て
押
へ
是
も
頸
を
そ
捕
た
り
け
る
、
夫
よ
り
敵
味
方
追
々
に
立
向
ひ
戦
慮
に
、
吉
弘
、
井
上

を
見
付
、
久
し
て
参
り
逢
た
り
、
尋
常
に
参
む
と
朱
柄
の
鑓
を
振
て
真
一
文
字
に
懸
り
け
り
、
井
上
ハ
十
文
字
の
鑓
二
て
か
け
合
、
た

か
ひ
二
手
を
尽
し
突
逢
、
井
上
ハ
弓
手
の
傍
腹
を
つ
か
れ
、
古
弘
は
馬
手
の
脇
を
し
た
、
か
二
か
け
ら
れ
、
痛
手
な
れ
ハ
た
ま
り
も
あ

ヘ
す
た
ふ
れ
二
け
り
、
岸
本
五
郎
兵
衛
尉
、
敵
餘
多
二
か
け
合
、
散
々
に
突
あ
ひ
し
か
、
一
方
を
打
彿
ひ
向
敵
を
討
捕
け
り
、
大
村
六

（

左

門

〕

＿
良
脱
ヵ
｝

大
夫
、
吉
他
右
衛
門
に
か
け
合
せ
突
ふ
せ
頚
を
そ
捕
た
り
げ
る
、
か
、
る
所
二
野
村
市
左
衛
門
尉
・
後
藤
大
郎
助
、
手
勢

91
つ
れ
後
よ

り
か
A

り
来
れ
ハ
、
味
方
い
よ
／
＼
き
ほ
ひ
つ
：
ゑ
い
／
＼
こ
ゑ
を
出
し
突
懸
り
げ
れ
ハ
、
大
友
方
た
ま
り
も
あ
へ
す
崩
二
け
り
、
夫

よ
り
追
打
二
井
上
内
堀
尾
与
左
衛
門
・
冨
田
仁
左
衛
門
•
原
田
市
蔵
·
波
賀
新
兵
衛
、
野
村
内
篠
倉
喜
兵
衛
·
酒
井
作
左
衛
門
・
瓜
田

僻
内
、
後
藤
内
小
架
次
右
衛
門
・
ニ
宮
右
馬
助
な
と
何
れ
も
分
捕
を
そ
し
た
り
け
る
、
義
統
ハ
大
将
と
頼
ミ
っ
た
る
吉
弘
討
れ
、
宗
像

掃
部
ハ
鉄
砲
に
あ
た
り
化
二
け
り
、
其
外
名
あ
る
も
の
と
も
残
す
く
な
に
討
死
し
た
り
け
れ
ハ
、
勢
力
も
尽
呆
、
只
忙
然
と
あ
き
れ
い

た
り
、
か
、
る
慮
に
如
水
、
玉
利
多
兵
衛
を
召
て
仰
け
る
ハ
、
ロ
ハ
今
義
統
を
討
果
さ
む
ハ
い
と
や
す
き
事
な
れ
と
も
、
つ
か
れ
た
る
を

こ
ろ
す
ハ
仁
義
の
勇
に
あ
ら
す
、
さ
れ
ハ
汝
よ
り
田
原
紹
忍
か
力
ヘ
使
を
つ
か
ハ
し
、
義
統
か
う
へ
を
の
へ
て
出
ら
れ
な
ハ
、
討
残
さ

れ
た
る
も
の
も
皆
々
助
く
へ
し
と
て
申
つ
か
ハ
せ
と
有
け
れ
ハ
、
毛
利
方
よ
り
そ
の
む
ね
い
ひ
を
く
る
、
田
原
聞
て
則
義
統
へ
巾
上
ル
、

義
統
此
山
を
聞
給
ひ
、
我
今
度
本
国
へ
打
入
む
と
旧
功
の
諸
士
を
集
、
合
戦
を
遂
る
と
い
へ
と
も
武
運
を
開
す
、
か
く
な
る
上
ハ
と
も

か
く
も
如
水
の
差
贋
二
ま
か
す
へ
し
と
て
剃
髪
の
身
と
成
て
如
水
の
陣
へ
出
ら
れ
け
る
、
大
友
方
の
残
煎
と
も
ハ
を
の
ロ
ロ
／
＼
落
行
、

中
津
勢
ハ
忽
二
大
利
を
得
勢
ひ
い
よ
／
＼
強
大
二
成
二
け
り
、

度
に
さ
つ
と
立
て
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

冨
来
城
攻
落
事

（

坦

見

一

恒

-(17)

妥
二
同
国
冨
来
の
城
主
懸
樋
和
泉
守
ハ
毛
利
方
に
て
上
方
に
有
け
れ
ハ
、
留
守
居
の
者
共
楯
籠
堅
守
て
居
た
り
け
り
、
如
水
先
勢
と

｛

図

書

伯

之

）

し
て
毛
利
多
兵
衛
尉
・
黒
田
惣
右
衛
門
樹
・
黒
田
伯
者
守
を
指
向
ら
る
、
各
押
寄
取
囲
ミ
仕
寄
、
竹
た
は
持
楯
に
て
鉄
砲
数
百

T
揃
夜

白
際
も
な
く
せ
め
に
け
り
、
城
中
よ
り
も
弓
鉄
砲
を
う
ち
懸
妥
を
先
途
と
防
け
れ
ハ
、
寄
手
も
手
負
人
多
有
て
輛
責
人
か
た
か
り
し

か
共
、
様
々
手
立
を
替
、
外
か
わ
を
乗
破
、
堀
石
垣
と
も
い
は
す
新
手
を
入
替
ノ
＼
攻
け
れ
ハ
、
こ
ら
へ
か
た
＜
和
を
乞
、
城
を
明
渡

（
勝
偵
）

是
よ
り
小
倉
津
へ
う
ち
こ
し
城
主
毛
利
壱
岐
守
を
攻
う
た
む
と
田
河
郡
へ
発
向
し
、
壱
岐
守
家
臣
毛
利
九
左
衛
門
尉
か
居
城
香
春
か
岡

ヘ
使
を
立
、
城
を
明
渡
す
へ
し
、
左
な
く
ハ
即
時
二
攻
ほ
す
へ
き
と
有
け
れ
ハ
、
九
左
衛
門
か
長
子
吉
十
郎
と
加
り
申
て
勢
な
く
罷
出
、

御
勢
に
加
り
け
り
、
そ
れ
よ
り
小
倉
の
城
へ
押
寄
、
如
水
城
中
へ
使
者
を
立
の
給
ひ
け
る
、
我
豊
後
国
へ
出
張
し
、
大
友
を
責
平
け
、

安
喜
・
冨
来
の
城
々
と
も
残
ら
す
責
討
ぬ
、
営
城
之
儀
明
渡
さ
る
へ
き
か
、
但
一
戦
二
及
む
と
な
ら
ハ
軍
兵
を
さ
し
向
へ
し
と
有
け
れ

ハ
、
壱
岐
守
家
臣
と
も
を
集
、
評
儀
し
け
れ
ハ
、
各
一
同
二
申
せ
し
は
、
今
近
国
の
城
々
と
も
こ
と
ノ
＼
＜
如
水
の
手
二
し
た
か
ひ
ぬ
、

其
上
濃
州
青
野
か
原
二
て
石
田
治
部
少
輔
・
小
西
摂
津
守
そ
の
外
歴
々
家
康
公
と
合
戦
を
遂
る
と
い
へ
と
も
、
西
方
敗
北
す
と
聞
へ
有
、

此
城
二
て
死
を
守
ら
せ
給
ふ
と
も
誰
か
為
二
か
せ
む
、
唯
々
如
水
の
指
圏
二
御
任
宜
か
ら
ん
と
申
け
れ
ハ
、
壱
岐
守

□口
も
と
思
ひ
、

則
城
を
明
渡
し
け
り
、

筑
後
国
柳
川
表
合
戦
之
事
（

直

茂

）

（

鍋

島

勝

茂

）

如
水
是
よ
り
肥
前
の
国
鍋
嶋
加
賀
守
へ
使
節
を
以
て
、
青
野
合
戦
匝
方
敗
北
の
よ
し
注
進
有
、
御
息
信
州
毛
利
方
二
て
上
洛
な
り
し
、

此
節
貴
家
断
絶
あ
ら
ん
か
、
我
豊
後
・
豊
前
を
討
随
へ
、
筑
後
・
肥
後
を
経
て
薩
州
ま
て
発
向
し
、
九
州
一
統
せ
む
と
存
な
り
、
然
筑

後
の
国
柳
川
の
城
を
攻
、
忠
戦
を
致
れ
は
家
康
公
へ
能
々
取
成
申
、
貴
家
恙
な
く
相
績
あ
る
や
う
二
は
か
ひ
申
す
と
有
け
れ
ハ
、
加
州

豊
前
国
香
春
城
井
小
倉
城
降
参
事

し
け
れ
ハ
、
城
を
請
取
豊
後
の
国
悉
攻
随
へ
け
り
、
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宥
～
文
ミ
卯
年
―
＾
月
―
-
日
書
之

昌
成

几
州
人
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
涼
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

＿
k-

小

茂

聞
給
ひ
御
厚
志
浅
か
ら
す
、
さ
ら
ハ
柳
川
の
城
を
責
へ
し
と
弐
万
余
騎
の
勢
を
や
し
、
卜
月
下
旬
柳
川
表
へ
出
張
す
、
立
花
左
近
将
監

聞
給
ひ
、
龍
造
寺
勢
此
表
へ
富
来
る
と
聞
巾
、
急
馳
向
ひ
打
散
せ
と
て
、
家
臣
小
野
相
泉
守
・
矢
嶋
左
介
信
仰
｛
J

大
将
二
て
兵
士
を
う
ち

つ
れ
八
乃
院
へ
出
向
ふ
、
龍
遮
守
方
先
手
の
大
将
鍋
嶋
七
方
衛
門
樹
砂
い
ー
・
圃
淡
路
守
六
千
余
騎
二
て
か
け
合
せ
討
つ
う
た
れ
つ
百
戦

の
功
を
尽
す
、
和
泉
守
名
を
え
し
も
の
な
れ
ハ
龍
造
寺
方
の
軍
兵
多
吋
れ
ぬ
、
さ
れ
と
も
し
左
衛
判
・
淡
路
守
一
足
も
退
す
、
千
騎
か

．
騎
二
な
る
と
も
引
な
と
下
知
し
、
大
勢
お
り
か
さ
な
り
け
れ
ハ
柳
川
勢
危
く
見
へ
し
と
こ
ろ
二
立
花
青
布
衛
門
尉
手
勢
引
つ
れ
す
け

痛

き
た
り
、
真
先
に
す
、
ミ
鑓
を
人
け
れ
ハ
、
龍
造
守
ガ
な
ひ
き
立
て
引
退
け
り
、
古
左
衛
門
尉
一
方
を
追
彿

0
了
負
け
れ
は
績
て
か
け

紐
欠
一

入
二
及
は
す
、
和
泉
守
も
疵
餘
多
蒙
り
本
の
陣
へ
引
退
き
け
り
、
立
花
一
一
＾
大
夫
是
を
見
、
勇
懸
て
戦
ひ
た
れ
ハ
龍
造
寺
方
な
ひ
き
立
て

l

後

藤

ぶ

↑

i

-

ミ
ゑ
に
け
る
二
五
嶋
善
次
郎
試
幻
寸
手
勢
引
て
横
合
に
近
々
と
打
寄
て
鉄
抱
内
余
挺
つ
る
へ
て
放
懸
け
れ
ハ
、
三
大
夫
か
勢
多
討
れ
さ
ハ

く
所
を
と
つ
と
突
て
懸
け
る
に
た
ま
り
も
あ
へ
す
崩
二
け
り
、
柳
川
勢
た
け
く
潟
と
い
へ
と
も
或
ハ
討
れ
或
ハ
手
負
残
す
く
な
二
成
け

れ
ハ
心
な
ら
す
引
と
り
け
り
、
妥
二
て
如
水
よ
り
使
を
立
ら
れ
、
貴
家
今
度

t
利

h
二
な
し
給
ふ
ハ
枇
の
成
行
な
り
、
し
り
そ
ひ
て
其

旨
を
述
ら
れ
な
ハ
家
康
公
も
さ
の
ミ
深
き
御
憤
ハ
あ
ら
し
と
存
な
れ
ハ
西
田
城
を
御
わ
た
し
宜
か
ら
ん
と
仰
ら
れ
け
れ
ハ
、
左
近
将
監
き
、

た
ま
ひ
、
我
弓
矢
を
取
て
い
ま
た
名
を
失
す
、
如
水
芳
言
を
尤
と
思
ふ
、
な
れ
ハ
城
を
明
渡
さ
ん
と
て
如
水
の
さ
し
つ
二
任
給
ふ
、

肥
後
国
薩
州
境
ま
て
殺
向
之
事

仕

夫
よ
り
肥
後
の
囚
八
代
・
佐
志
木
・
:
：
奈
俣
ま
て
発
向
し
既
二
薩
州
へ
打
人
ん
と
し
給
ふ
虐
二
都
よ
り
使
節
下
着
し
、
去
九
月
ー
五

LJ

青
野
合
戦
に
家
康
公
御
勝
利
以
後
謀
叛
の
余
黛
或
討
抽
或
ハ
と
り
こ
と
し
給
ひ
、
今
ハ
残
り
な
く
人
下
一
統
に
成
行
な
れ
ハ
、
九
州
悉

務
向
二
及
す
、
急
帰
帥
あ
る
へ
き
旨
な
り
け
れ
ハ
、
さ
ら
ハ
と
て
豊
前
の
旧
中
津
へ
勢
を
う
ち
い
れ
給
ひ
た
る
、
如
水
の
今
度
の
武
功

い
此
如
水
九
州
軍
記
者
採
黒
田
永
翁
所
論
．
冊
止
屁
字
誤
潤
色
其
辞
應
公
之
晶
而
已
、

の
ほ
と
皆
人
こ
と
二
感
し
け
り
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九
州
大
学
所
蔵
の
疫
長
五
年
石
坦
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

昌
勝
の
次
男
一
一
六
右
衛
門
昌

さ
れ
る
の
は
、

八
左
衛
門

鎌
田
家
の
な
か
で
注

H

石
を
加
培
さ
れ
て
六
千
五

(29) 

百
石
と
な
っ
た
。

作
者
に
関
す
る
恰
報
は
、
「
日
日
成
」
と
い
う
詭
と
、
寛
文
期
の
人
物
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
福
岡
藩
黒
田
家
中
に
お
い
て
「
日
口
」

(26) 

が
通
字
の
家
と
し
て
は
鎌
田
家
が
あ
る
（
【
鎌
田
氏
系
図
】
）
。
鎌
田
家
は
備
中
国
鎌
田
郷
の
住
人
鎌
田
正
清
の
末
裔
、
鎌
山
紀
伊
守

（
伯
苦
守
と
も
）
な
る
人
物
を
祖
と
す
る
，
鎌
田
紀
伊
守
は
織
田
信
長
に
仕
え
た
か
、
伯
長
が
本
能
寺
の
変
に
斃
れ
る
と
、
彼
は
故
郷

の
鎌
田
邑
に
閉
屈
し
た
と
い
う
。

以
ヒ
は
「
鎌
田
家
聞
博
」
に
よ
る
も
の
で
、
史
実
と
は
に
わ
か
に
認
め
か
た
い
い
鎌
田
氏
に
つ
い
て
一
次
史
料
か
ら
わ
か
る
の
は
、

紀
伊
守
の
次
男
と
さ
れ
る
鎌

w八
左
衛
門
昌
勝
か
ら
で
あ
る
。
昌
勝
は
小
堀
遠
江
守
政
一
の
家
臣
で
あ
っ
た
か
、
福
岡
藩
二
代
藩
‘t
黒

田
忠
之
に
乞
わ
れ
て
黒
田
家
に
什
え
、
最
初
三
百
石
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
累
進
し
、

と
な
り
、
四
千
五
百
石
を

の
跡
を
継
ぎ

（
家
老
）

と
な
り
、

二
千

「
宰
臣
」

九
郎
兵
衛
昌
佑
で
、
昌
勝

知
行
し
た
。
そ
の
嫡
男
が

3
 

※
(cl}
ー
切
は
宗
家
吋
主
を
が
す
。

＿
ー
左
吉

L

し
ハ
兵
衛

ー
八
郎
兵
衛
一
八
郎
兵
衛
…
（
略
）

「
鎌
田
（
勝
）
家
文
書
」
・
・
(
.
..•• 

L
 

よ
り
筆
者
作
成
）

[
i
i
左
衛
門
（
後
、
瀬
に
改
奸
）
か
郎
兵
衛
昌
信
ー
い
右
衛
門
口
9

生
ー
（
略
）

女
（
金
万
平
わ
衛
門
笠
＇
三
右
衛
門
昌
成
（
半
之
助
・
十
左
衛
門
・
五
郎
―
―
一
郎
）

—
女
子
（
み
つ
}
[
女
（
毛
利
甚
兵
衛
麦

宗
幽
（
藤
左
衛
門
）

1
八
左
衛
門
昌
勝
（
人
追
本
，
U
-

政
貞
（
紀
伊
守
・
伯
者
守
）

1

-―
|

八

兵

衛

昌

親

桐
111
丹
波
（
丹
斎
）
ー
作
兵
衛

l
i
r桐
山

作

兵

衛

女

ー

女

（

黒

川

又

左

衛

門

妻

）

ー
杉
山
九
郎
右
衛
門
正
親
（
儀
左
衛
門
・
無
外
）

鎌
田
氏
系
図
】
（
女
子
に
関
し
て
長
幼
の
順
は
史
料
に
よ
り
異
な
り
順
小
同
で
あ
る
）

「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）

の
成
立
過
程

三
代
淵
主
光
之
の
代
に
は
「
職
分
」
（
家
老
）
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右
同
断

一
、
豊
後
記
録

冊

右

Inl断

一
冊

一
、
吉
川
家
略
停
聞
偲
鎚
書

右
同
断

一
、
占
川
家
略
縛

ニ
冊

右
同
断

一
、
黒
田
偲
記

二
冊

御
尊
家
様

、
黒
田
記
略

御
先
祖
様
ノ
御
次
第
専
出
居
候
、

一
冊

右
同
断

一
、
徳
川
記

ニ
冊

右
ハ
天
下
ノ
御
記
録
卜
巾
偲
候
、

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

成
で
、
「
黒
田
家
臣
偲
」
は
「
光
之
ノ
御
時
寵
ヲ
受
シ
カ
故
有
テ
仕
官
ヲ
止
在
宅
シ
テ
卒
」
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
彼
に
関

す
る
情
報
は
知
り
得
な
い
。
こ
の
史
料
の
月
記
に
あ
る
「
寛
文
一
ぷ
叩
年
」
頃
の
人
物
で
あ
り
、
講
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
「
昌
成
」

は
こ
の
鎌
田
一
二
右
衛
門
昌
成
と
同
定
し
て
お
き
た
い
U

ま
た
鎌
田
家
の
蔵
害

H
録
（
作
成
年
次
・
小
詳
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
①
】
鎌
田
（
勝
）
家
文
書
―
―
―
-
|
．
ニ

[32) 

一
、
恨
露
拷

四
十
二
冊
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弐

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

右
の
一
っ
書
き
最
後
の
「
一
、
豊
後
記
録
一
冊
」
に
つ
い
て
は
、
速
断
は
で
き
な
い
が
、
「
昌
成
」
の
編
ん
だ
「
如
水
九
州
軍
記
」

か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
す
べ
て
黒
田
如
水
・
長
政
に
関
わ
る
も
の
で
、
黒
田
家
と
豊
後
と
の
関
わ
り
は
慶
長

五
年
(
-
六

0
0
)
九
月
の
豊
後
国
で
の
石
垣
原
合
戦
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
鎌
田
三
右
衛
門
昌
成
が
こ
の
書
物
を
編
ん
だ
か
を
推
測
さ
せ
る
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
重
要
な
推

定
根
拠
と
な
る
の
で
引
用
し
て
お
き
た
い
。

【
史
料
②
】
鎌
田
（
勝
）
家
文
書
一
八
〇

御
家
之
儀
、
其
初
ハ
殊
外
御
小
身
成
御
儀
之
由
二
御
座
候
、
太
閤
様
播
州
御
発
向
之
時
、
如
水
様
彼
表
へ
御
案
内
者
故
、
御
彼
方
・
此

方
御
承
知
被
遊
、
諸
所
之
御
合
戦
太
閤

（
村
軍
）

御
勝
利
二
罷
成
由
二
御
座
候
、
播
州
荒
木
摂
州
籠
城
之
刻
ハ
、
如
水
様
を
摂
州
取
子
二
仕
、
暫
く
城
内
へ
被
成
御
座
候
へ
と
も
、
其
後

御
運
を
御
ひ
ら
き
被
成
候
、
如
此
之
儀
迄
二
御
逢
被
成
、
御
忠
仕
被
尽
数
度
之
御
手
柄
名
器
之
仕
共
二
て
、
段
々
御
立
身
被
遊
、
豊
前

之
内
六
郡
御
拝
領
被
成
由
、
度
々
上
之
御

□御
忠
節
之
御
深
信
不
大
形
故

二
て
御
座
候
、

（
二
）
（
て
）
（
御
）
（
座
）
（
候
）．．．．． 乍
然

■■
御
小
身
之
御
時
分
ヨ
リ
能
御
家
人
を
被
召
仕
候
二
よ
っ
て
之
儀
二
御
座
候
、

座
候
と
て
も
御
一
人
之
御
働
に
て
難
成
事
二
御
座
候
、
能
人
を
御
見
立
被
成
家
老
出
頭
物
頭
、
夫
々
相
應
之
役
被
仰
付
御
召
仕
候
事
、

大
勢
御
用
二
相
立
候
儀
も
上
御
一
人
即
限
申
儀
二
候
へ
は
、
つ
ま
り
ハ
上
御
一
人
御
笑
草
と
奉
存
候
、
扱
又
備
中
す
し
か
山
之
城
を
太

（
柴
田
勝
家
）

閤
様
御
責
被
成
候
時
、
長
政
様
御
十
三
二
て
御
初
陣
二
も
御
高
名
被
遊
、
翌
年
十
四
御
歳
簗
瀬
二
而
柴
田
と

太
閤
様
御
取
合
候
刻
、
又
々
御
高
名
、
其
後

△ 

い
か
に
御
大
将
御
勇
者
二
而
御
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御
座
候
、
第
一
如
水
様
・
長
政
様
御
軍
功

天
正
十
四
年
紀
伊
円
雑
賀
・
根
来
衆
一
揆
之
起
、
中
村
式
部
少
殿
御
居
城
泉
州
岸
和
田
之
城
を
責
．
pj
申
由
相
聞
候
二
付
、
為
御
加
勢
長

政
様
御
出
陣
、
大
勢
之
敵
ヲ
御
討
取
御
高
名
、
其
後
相
紋
数
ヶ
度
之
御
働
、
私
共
語
博
と
党
候
儀
も
難
成
程
之
事
二
御
座
候
、
朝
鮮
御

陣
之
節
も
数
ヶ
度
御
高
名
、
御
自
身
様
御
手
を
く
た
か
れ
候
儀
度
々
二
及
申
由
候
、
関
ヶ
原
御
合
戦
之
刻
、
長
政
様
御
忠
義
之
御
必
薄

、
嘉
明
—

＜
候
ヘ
ハ
、
加
藤
左
馬
助
殿
•
福
島
左
衛
門
大
夫
殿
其
外
大
勢
大
坂
方
迄
御
成
候
筈
之
儀
と
相
聞
へ
申
餃
へ
と
も
、
始
終
共
二
長
政
様
、

マ
マ
・
御
ヵ
｝

両
御
所
様
へ
御
忠
節
深
御
座
候
二
付
、
い
つ
れ
も
様
所
様
方
と
被
成
由
二
御
廂
候
、
見
又
河
御
合
戦
之
処
、
長
政
様
御
働
二
而
石
田

治
部
少
追
ち
ら
し
被
成
、
忽
チ
御
所
様
方
之
御
か
ち
罷
成
申
候
、
殊
更
毛
利
家
裏
切
も
偏
二
長
政
様
御
才
北
を
以
之
儀
と
柑
聞
へ
申
候
、

か
程
二
人
斗
成
ル
御
忠
節
被
遊
候
二
付
御
一
國
ヲ
御
拝
領

被
揚

被
成
、
天
下
二
御
名
＜
候
、
か
様
之
御
家
今
天
下
二
あ
ま
り
多
く
御
座
有
間
敷
候
、
夫
二
付
、

｛
福
岡
藩
て
代
晶
主
｝

被
為
入
御
念
二
、
諸
事
御
仕
置
等
被
仰
付
、
光
之
様
御
代
二
成
り
、

町
人
二
至
迄
御
憐
慇
二
な
つ
き
四
民
共
二
能
有
付
申
候
、

廉
之
男
者
二
て
、

弥
又
諸
事
御
町
呻
之
御
什
悩
被
遊
、
士
中
ハ
不
及
申
、
在
々

長
政
様
段
々
之
御
手
柄
を
相
考
申
、
御
名
代
を
任
者
大
勢
介
之
、
其
者
共

長
政
様
御
身
二
成
代
り
候
而
不
惜
一
命
御
忠
節
札
り
候
者
と
相
聞
へ
巾
候
、
労
以
と
か
く
御
家
人
共
勇
ミ

申
椋
二
忠
節
什
候
ハ
て
、
平
生
相
遇
小
巾
候
様
二
而
ハ
、
及
乱
国
二
候
血
ハ
、
弥
以
御
家
頼
之
者
共
忠
義
小
奉
存
候
て
ハ
、
中
々
御
大

打
い
か
椋
二
御
心
し
け
く
候
と
て
も
御
合
戦

■勝
利
無
御
座
候
、
御
平

4
家
老
・
出
頭
其
外
限
付
者
共
之
被
召
什
様
、
愈
其
職
分
を
勤

兼
候
様
二
御
座
歓
而
ハ
、
何
そ
之
時
も
御
用
二
立
不
申
者
二
て
御
座
候
、
御
営
家
之
御
成
立
右
申
上
通
二
無
御
座
候
と
も
大
函
を
御
治

被
成
候
儀
、
疎
二
被
思
召
上
候
而
ハ
、
事
成
就
不
仕
事

三 何
も

甲

原
を
以
一
國
之
御
守
護
と
な
ら
せ
ら
れ
夫
々
へ
御
相
績
被
成
御
代
々
之
儀
二
御
座
候
ヘ
ハ

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
品
史
料
に
つ
い
て

福
岡
代
品
主
）

忠
之
様
御
代
二
も
御
家
御
作
法
別
而
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候
ハ
ヽ
、
こ
、
以
何
レ
も
有
難
可
奉
存
候
、
如
此
二
被
召
仕
候
儀
、
御
為
二
宜
可
有
御
座
と
奉
存
候
事
、

五 是
以
以
之
外
御
為
二
不
罷
成
儀
と
奉
存
候
、
縦
御
無
理
な
る
儀
を
被
仰
懸
し
と
て
も
、
一
端
御
し
た
ひ
被
遊
御
直
返
、
又
ハ
聞
役
之
被

思
召
之
程
被
仰
分
候
、
以
後

□御
背
被
成
候
共
、
其
段
を
不
被
仰
上
内
に
御
異
見
を
御
背
被
成
候
ハ
御
不
孝
二
あ
た
り
申
候
、
殊
二
去
々

年
ヨ
リ
ロ
ハ
今
二
至
之
御
異
見
一
人
も
御
為
二
悪
儀
無
御
座
候
、
光
之
様
御
意
之
通
二
被
遊
候
ヘ
ハ
、
御
前
端
之
御
行
跡
無
残
所
御
為
二

能
御
座
候
、
此
ヲ
御
不
審
被
思
召
上
候
て
只
今
迄
被
召
仕
候
者
之
内
御
前
近
ノ
御
懇
二
被
思
召
、
望
程
之
者
ヲ
被
召
出
、
只
今
迄
之
被

遊
候
様
能
々
と
奉
存
哉
、
光
之
様
ヨ
リ
之
御
異
見
御
背
被
成
候
所
、
尤
と
奉
存
候
哉
と
一
々
御
尋
被
遊
て
可
被
成
候
得
ハ
ヽ
、
一
人
も

能
と
奉
存
候
者
有
御
座
間
敷
候
、
物
毎
も
御
機
嫌
損
し
候
処
憚
り
て
こ
そ
被
遊
様
之
悪
敷
ヲ
も
能
様
二
申
上
候
と
見
へ
申
候
、
能
々
存

所
ヲ
御
尋
被
成
候
ハ
ヽ
、
有
鉢
二
心
底

■申
上
二
て
可
有
御
座
候
、
若
又
帝
国
時
應
御
意
候
様
二
仕
被
遊
様
之
悪
ヲ
も
能
と
申
上
者
者
沙

汰
之
か
き
り
御
為
二
不
罷
成
者
二
て
御
座
候
、
そ
れ
ら
者
も
御
座
候
、
乍
憚
私
ヲ
御
前
へ
被
召

四

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

聯
二
て
も
疎
二
被
思
召
上
筈
二
而
無
御
座
候
、
御
行
跡
悪
候
て
ハ
御
平
生
之
俵
調
不
申
候
、
御
平
生
之
儀
ヲ
御
家
人
共
う
と
ミ
申
候
而

ハ
及
乱
二
候
而
各
心
入
薄
御
用
二
立
申
者
無
御
座
候
、
夫
付
昔
ヨ
リ
能
御
大
将
ハ
治
二
乱
を
思
召
と
申
偲
候
、
治
た
る
時
乱
を
御
失
念

被
成
候
ヘ
ハ
、
以
之
外
乱
之
時
二
鋒
先
よ
ハ
く
ワ
つ
か
之
人
数
二
も
合
戦
お
く
れ
申
儀
、
古
今
其
た
め
し
多
御
座
候
、
又
御
平
生
之
御

行
跡
之
善
悪
を
彼
方
ヨ
リ
も
考
て
其
家
之
善
悪
邪
正
強
弱
等
迄
察
申
者
二
て
御
座
候
、
如
此
申
上
候
と
て
何
そ
替
た
る
御
工
夫
を
被
遊

候
程
二
て
も
無
御
座
候
事
、

公
方
様
へ
も
御
忠
義
之
所
を
も
不
被
為
立
思
召
に
て
可
有
御
座
候
、
其
御
忠
義
之
元
ハ
御
孝
行
二
て
御
座
候
、
古
ヨ
リ
忠

■ハ
求
孝
子

門
二
申
候
、
忠
節
之
臣
下
迄
詮
義
仕
候
ニ
ハ
、
親
二
孝
行
な
る
者
を
撰
候
而
、
忠
臣
二
立
申
事
二
て
光
之
様
ヨ
リ
被
下
之
御
異
見
ロ
ハ
今

一
ッ
も
御
用
不
被
成
候
、
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七 六

光
之
様
達
御
耳
候
も
御
為
二
い
か
、
敷
奉
存
候
、
御

一
、
先
日
長
井
土
佐
守
様
之
俄
ヲ
申
上
候
虞
、
私
御
次
へ
罷
出
候
、
以
後
殊
外
御
機
嫌
損
巾
候
由
承
知
仕
候
、
最
前
も
如
申
上
候
、
士

佐
守
様
御
執
心
之

□口
奉
存
申
上
た
る
二
て
も
無
御
附
候
て
も
上
之
口
之
被
遊
様

□□
御
為
二
成
不
申
、
其
上
未
夕
御
年
も
不
被
成

御
取
俄
二
御
庫
條
ヘ
ハ
、
若
又
御
執
心
之
儀
も
可
有
御
廂
哉
、
左
候
而
ハ
、
悔
二
御
家
御
相
績
被
遊
か
た
き
二
御
座
候
、
今
外
し
た

し
く
被
成
な
し
て
以
後
間
遠
二
被
遊
候
儀
者

H
二
{
H
と
て
御
為
二
不
罷
成
儀
と
奉
存
候
、
御
機
嫌
之
程
も
不
顧
、
懸
意
之
程
ヲ
申
k

候
、
此
以
後
と
て
も
御
自

□□
御
収
遣
被
遊
彼
方
此
方
御
振
廻
二
御
出
合
被
成
儀
も
御
為
二
相
成
不
巾
儀
と
奉
存
候
、
先
達
阿
波
守

殴
へ
御
執
心
之
儀
不
苦
事
之
様
二
被
成
候
巾
候
へ
と
も
、
左
様
二
て
ハ
無
御
座
候
、
御
武
家
之
御
ふ
る
廻
と
申
ハ
秤
し
き
御
取
計
被

成
儀
二
て
無
御
座
段
、
自
他
国
共
其
分
二
而
御
府
候
、
御
ふ
る
廻
申
低
御
家
ヲ
不

坤

(36)

被
思
召
、
常
好
邊
二

■□
被
成
事
、
是
者
乍
恐
御
違
二
て
御
座
候
、
去
年
京
極
備
中
殿
へ
之
儀
有
之
、
又
候
哉
御
不
通
之
阿
波
守
殿
へ

御
執
心
是
等
ヲ
被
仰
立
候
と
光
之
様
へ
之
被
仰
分
ヶ
、
い
か
、
可
被
遊
候
哉
、
其
上
二
又
土
佐
守
殿
へ
之
俵
な
と
専
一
有
之
候
面
ハ
、

御
父
子
様
之
御
間
御
不
相
、
此
時
二
相
極
申
候
、
土
佐
守
様
へ
御
執
心
無
之
候
ハ
ヽ
、
被
遊
か
け
惣
て
有
之
候
条
、
向
後
御
改
被
成
可

然
と
奉
存
候
、
最
前
も
口
之
ヶ
条
巾
卜
た
る
儀
二
御
座
候
、
忠
之
様
御
代
ヨ
リ
永
井
信
濃
守
之
御
{
家
被
仰
達
無
御
附
候
ヽ
労
以
今
迄

之
被
遊
か
け
御
為
二
相
成
不
申
候
と
奉
存
候
事
、

松
平
左
扇
大
夫
様
へ
御
見
廻
御
使
者
被
遣
候
儀
、
先
達
而
左
京
様
へ
御
使
者
被
進
、
且
御
返
答
有
之
由
、
御
國
江
之

光
之
梯
殊
外
應
御
意
不
申
、
左
京
椋
事
、
右
本
多
下
野
様
之
御
妹
袢
二
て
御
座
似
、
左
様
之
事
二
て
被
限
進
候
て
ハ
、
火
ハ
と
く
と
分

ヶ
を
御
合
点
不
被
遊
候
付
血
之
俄
二
御
座
候
、
右
鉢
之
御
大
名
様
二
而
者
、
御
部
屋
住
と
申
労
以
御
延
慮
被
成
御
勤
て
、
す
き
か
よ

く
御
座
候
、
殊
二
左
瓜
大
夫
様
ハ
紀
伊
国
様
へ
之
御
延
慮
も
川
打
之
事
候
、
向
後
必
ッ
無
用

御
意
被
成
候
事
と
承
居
申
候
付
、
さ
而
も
無
御
座
御
見
廻
し
御
使
を
心
得
｀

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

被
下
候
刻
、
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

不
孝
二
相
営
り
申
事
と
奉
存
申
上
候
、
是
以
御
為
之
儀
二
乍
憚
大
切
二
奉
存
候
付
、
申
上
た
る
事
々
と
も
ハ
、
惣
而
之
儀
吉
右
衛
門

者
不
承
、
私
ヘ
ハ
約
定
何
も
申
聞
二
付
致
言
上
候
由
御
意
二
而
御
座
候
由
承
申
、
私
儀
、
罷
越
候
而
此
か
た
随
分

被
遊

ガ
事
之
様
ヲ
心
二
か
け
承
り
申
候
、
夫
付
御
為
二
罷
成
間
敷
様
二
奉
存
候
儀
者
致
言
上
候
、
乍
恐
御
為
ヲ
奉
歎
万
事
之
被

立
御
為
二
不
成
儀
ハ
申
上
候
様
二
治
度
と
心
懸
ヶ
申
所
ハ
、
乍
憚
惣
さ
様
二
て
御
座
有
間
敷
と
被
申
候
、
被
仰
付
様
悪
敷
御
座
候
ヘ
ハ

畢
覚
隠
無
御
座
候
、
然
時
ハ
嘗
時
右
不
申
と
て
も
御
為
二
罷
成
不
申
候
、
何
事
も
不
承
、
罷
在
て
ハ
御
為
之
善
悪
可
申
上
様
無
御
座

と
奉
存
候
事
、

多

一
、
本

■下
野
様
御
振
廻
可
被
成
様
二
承
申
候
、
未
被
仰
進
候
ハ
ヽ
、
先
御
無
用
二
被
遊
可
然
奉
存
候
、
御
参
勤
前
諸
所
御
普
請
大
分

之
儀
二
て
御
座
候
、
然
処
二
物
立
た
る
御
振
廻
度
々
二
及
申
候
て
ハ
御
普
請
場
参

□不
申
候
、
第
一
初
而
御
振
廻
被
成
候
、
御
名
元
ハ

河
内
殿
へ
被
仰
達
筈
二
御
座
候
、
左
様
之
御

□□
ヲ
む
つ
か
し
き
俵
二
御
座
候
、
労
以

遺

無
相
違
、
九
郎
兵
衛
二
被
仰
付
、
か
様
之
次
第
何
と
て

■却
仕
御
為
を
疎
略
二
可
奉
存
候
哉
、
光
之
様
御
為
殿
様
御
為
別
段
二

而
無
御
座
候
、
御
両
所
様
御
同
前
之
儀
二
御
座
候
へ
者
、
卿
以
御
殿
様
御
為
ヲ
悪
敷
様
二
仕
て
ハ
、
光
之
様
思
召
二
叶
不
申
候
、
御

行
跡
い
か
ヽ
敷
と
奉
存
候
ヘ
ハ
、
御
為
ヲ
奉
存
候
者
程
営

□御
機
嫌
之
損
ヲ
か
へ
り
見
す
幾
度
も
申
上
候
事
二
御
座
候
、
其
申
上
候
所

ヲ
悪
奉
被
思
召
候
俄
者
乍
恐
御
為
二
罷
成
不
申
候
、
尤
、
其
時
之
首
尾
二
よ
り
九
郎
兵
へ
申
上
様
二
あ
や
ま
り
い
か
に
も
可
有
御
座
候
、

九
郎
兵
ヘ
ニ
不
限
致
言
上
候
事
、
毎
二
理
二
嘗
り
候
事
ハ
無
御
座
筈
二
御
座
候
、
然
共
心
入
御
前
之
儀
疎
略
不
奉
存
候
共
、
其
申
上
様

之
品
悪
敷
候
段
ハ
御
免
可
被
成
候
由
、
日
外
も
御
意
二
御
座
候
、
此
段
ハ
御
尤
至
極
結
構
成
ル
御
意
と
奉
存
候
、
夫
付
九
郎
兵
へ
心

根
二
御
為
ヲ
疎
略
二
不
奉
存
故
、
必
只
今
見
及
候
通
申
上
候
事
二
御
座
候
、
九
郎
兵
へ
母
方
二
桐
山
丹
波
二
て
御
座
候
、
城
井
合
戦
之

(43) 

刻
丹
波
儀
、
御
忠
節
ヲ
尽
申
候
、
殊
二
城
井
か
城
近
所
神
楽
城
と
申
所
迄
付
城
被
成
、
桐
山
丹
波
、
黒
田
家
之
原
弥
左
衛
門
二
御
人
数

仰
付
ヲ
事
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共
二
被
仰
付
、

弐
百
計
被
相
添
、

九
四

（
城
井
鎮
房
）

殊

■丹
波
別
而
御
忠
義
ヲ
仕
候
付
、
勝
利
二
罷
成
、
其
後
御
武
略
を
以
城
井
を
御
成
敗
被
成
、
御
利
運
二
成
豊
前
一
同
二
治
り
申
候
、

如
此
御
忠
節
ヲ
申
上
た
る

■■
者
共
之
子
孫
、
何
と
て
御
為
を
疎
二
可
仕
候
哉
、
能
々
被
為
聞
召
候
ハ
ヽ
、
被
思
召
付
、
匝
々
二
て

可
有
御
座
と
奉
存
候
、

一
、
乍
憚
私
奉
存
候
ハ
、
向
後
九
郎
兵
へ
二
家
老
職
相
務
可
申
事
、
御
用
ヲ
無
御
服
蔵
可
被
仰
付
、
日
一
、
一
一
度
宛
も
被
召
置
、
其

(45) 

外
吉
右
衛
門
・
仁
右
衛
門
・
半
兵
ヘ
・
私
式
ヲ
も
折
々
被
召
出
相
應
之
御
用
等
被
仰
付
井
海
津
五
郎
左
衛
門
・
郡
万
兵
衛
•
野
村
新

兵
ヘ
・
村
尾
三
右
衛
門
な
と
式
ヲ
相
應
之
御
勤
仕
候
様
二
被
仰
付
、
何
も
有
難
奉
存
様
二
被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
何
ヨ
リ
以
御
為
二
宜
敷

儀
と
奉
存
候
事
、

外
室
之
処
二
其

■城
井
ヨ
リ
罷
出
、
散
々
二
働
申
ヲ
一
二
人
捨
一
命
を
相
働
申
候
、

一
、
御
傍
廻
之
者
共
ヲ
見
申
二
尤
御
懇
二
被
召
仕
者
共
ハ
切
々
御
前
江
罷
出
相
務
候
と
見
へ
申
候
、
左
無
御
座
候
て
ハ
、
不
断
詰
居
巾

■た
る
迄
二
て
御
座
候
、
不
断
不
被
召
仕
衆
ハ
、
御
馬
屋
又
ハ
馬
場
へ
被
成
御
出
候
刻
、
替
り
／
＼
御
供
二
も
罷
出
候
様
二
児
小
姓

こ
の
史
料
は
、
登
場
人
物
の
官
途
、
内
容
か
ら
寛
文
九
年
(
-
六
六
九
）
に
作
成
さ
れ
、
作
者
は
鎌
田
八
左
衛
門
呂
勝
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
か
ら
福
岡
藩
三
代
藩
主
光
之
の
柑

f
綱
之
に
対
す
る
諫
言
書
と
考
え
ら
れ
る
。
綱
之
は
延
宝
五
年
(
-
六
七
七
）
二
月
十
三

(52) 

日
廃
嫡
さ
れ
た
が
、
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
松
下
志
朗
氏
の
論
考
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
家
臣
が
主
君
に
諌
言
す
る
際
に

用
い
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
諫
言
書
に
は
、
冒
頭
に
藩
祖
如
水
・
長
政
の
業
績
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
私
共
語
博
と
詑
候
儀

も
難
成
程
之
事
二
御
座
候
」
と
、
語
り
伝
え
覚
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
業
績
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く

藩
祖
を
顕
彰
す
る
記
録
が
家
中
で
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
九
郎
兵
へ
位
方
二
桐
山
丹
波
二
て
御
庫
候
」
と
あ
る
が
、
鎌

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
仁
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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以
卜
、
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）

の
作
者
は
誰
か
を
検
討
し
て
き
た
)

J
寛
文
三
年
前
後
の
福
岡
藩
に
お
け
る
「
昌
成
」

と
い
う
諒
の
人
物
と
し
て
、
鎌
田
三
伍
衛
門
昌
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
鎌
田
家
の
蔵
苫
目
録
に
「
豊
後
記
録
」
と
い
う
苫
名
の
も
の
が

あ
る
。
③
二
代
藩
主
忠
之
・
三
代
藩
主
光
之
の
抜
擢
で
家
老
に
ま
で
昇
進
し
た
鎌
田
氏
で
あ
る
が
、
二
代
藩
主
忠
之
の
代
か
ら
仕
え
た

新
参
者
（
出
頭
人
）
で
あ
る
た
め
、
忠
之
の
代
以
前
の
福
岡
藩
黒
田
家
の
成
り
立
ち
を
、
家
老
と
い
う
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
十
分
に

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
三
点
か
ら
、
本
史
料
は
福
岡
藩
家
老
を
務
め
た
鎌
田
家
の
人
物
、
具
体
的
に
は
鎌
田
昌
勝
の
次

男
で
、
昌
信
の
弟
で
あ
る
鎌
田
三
右
衛
門
昌
成
が
作
成
し
た
も
の
と
推
定
し
た
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
「
黒
田
如
水
記
」
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
祐
七
年
(
-
八
七
四
）
十
月
、
岡
谷
繁
実
本
を
謄

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
、
「
明
治
七
年
十
月
以
岡
谷
繁
官
本
謄
写
図
書
課
七
等
出
仕
岡
谷
繁
賓
⑮
御
雇
吐
認
在
校
竺

と
あ
る
。
岡
谷
繁
実
は
『
名
将
百
行
録
』
の
著
者
で
あ
る
。
明
治
七
年
の
段
階
で
は
「
黒
田
如
水
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
定
着
し
て

い
た
よ
う
で
、
外
題
・
内
題
（
罪
題
・
首
題
）
と
も
に
「
黒
田
如
水
記
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
谷
繁
実
本
は
送
り
仮
名
が

カ
タ
カ
ナ
表
記
で
、
寛
文
三
年
本
の
も
の
と
は
一
部
表
記
が
異
な
る
。
こ
れ
は
写
本
の
系
統
が
展
な
る
た
め
で
は
な
く
、
岡
谷
繁
実
が

。

ぶ
ノ

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

4

岡
谷
繁
実
本
「
黒
田
如
水
記
」
に
つ
い
て

(53) 

田
九
郎
兵
衛
昌
信
、
す
な
わ
ち
鎌
田
昌
勝
の
嫡
男
の
母
で
あ
り
、
昌
勝
の
妻
の
祖
先
は
桐
山
丹
波
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
「
如
此
御

忠
節
ヲ
申
上
た
る
者
共
之
子
孫
、
何
と
て
御
為
を
疎
二
可
仕
候
哉
」
と
、
主
君
（
黒
田
職
隆
・
如
水
・
長
政
・
忠
之
）
に
対
し
て
忠
義

を
尽
く
し
た
桐
山
丹
波
の
子
孫
が
ど
う
し
て
主
君
絹
之
に
対
し
不
忠
を
働
く
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
述
べ
る
。
こ
の
論
理
も
か
な
り
飛

躍
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
参
で
あ
る
鎌
田
氏
に
と
っ
て
、
藩
祖
如
水
・
長
政
と
結
び
付
く
由
緒
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
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【表②】九大本「黒田如水記」と岡谷本の異同一覧

本稿の見出しと行数 九大本 岡谷本

① 
黒田如水於豊前国催

衛門尉 衛門
軍勢事2行目

② 同J:.3行目 約諾 約諭

R 
大友義統従周防豊後

守護 太守
国押渡事1行目

④ 同上2行目 輝元卿 輝元

⑤ 同上5行目 武士 臣

⑥ 同上8行目 軍旅 軍屯

⑦ 
大友豊後国木付城を

在城 篭城
攻る事 1行目

R 同上 2行目 大駕賢助 大賀監物

⑨ 
如水中津を打立豊後

かまへ 屯シ
国出張の事 1行H

⑩ 
安喜城乗捕事、付、

支ヘ 防キ
木付城後詰事3行目

⑪ 
於立石表大友と合戦

武士 兵
之事6行目

相したかふものとも

⑫ 同上13行目 を引つれ打おろしま カ、リケル

む丸に成て懸りけり

⑬ 同上19行目 芝居 其所

⑭ 同上24行目 頭 首

⑮ 同上27行目 馬手 右手

⑯ 
豊前国香春城井小倉 壱岐守家臣ともを集

（省略】
城降参事5行目 評議しけれハ

⑰ 
筑後国柳川表合戦之

使節 使
事 1行目

⑱ 同上3行目
能々取成申貴家恙な

ヨキャフニ
く相績あるように

⑲ 同上8行目 おりかさなりけれ カ、リケレハ

加
筆
修
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
校
合
す
る
と
字
句
の
異
同
は
多
い
が
、
明
ら
か
に
書
き
改
め
た
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
【
表
②
】

り
で
あ
る
。

の
通

【
表
②
】
か
ら
わ
か
る
通
り
、
こ
れ
は
寛
文
三
年
本
が
写
さ
れ
る
う
ち
で
の
変
化
と
い
う
よ
り
、
岡
谷
繁
実
が
字
句
を
改
め
た
の
で

あ
る
。
語
句
も
近
世
的
な
も
の
か
ら
近
代
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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九
州
軍
記
」）
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【図版②】

石
垣
原
合
戦

庚

一人
友：
llt
)

慶
長
五
年
濃
州
関
原
一
戦
ノ
剋
、
義
統
朝
臣
ハ
被
赦
配
所
ヲ
自
去
年
上
京
、
本
能
寺
二
寄
宿
タ
ル
虐
二
毛
利
中
納
言
輝
元
卿
、
依
有

子

昔
年
之
因
三
好
丹
後
守
ヲ
以
為
使
節
、
勧
テ
日
、
今
度
兵
乱
ノ
時
節
義
統
酎
秀
頼
公
於
被
抽
軍
忠
者
本
國
豊
後
安
堵
不
可
有
相
違
之

由
自
五
奉
行
封
輝
元
所
被
成
厳
蜜
之
奉
書
也
、
然
ハ
早
々
彼
國
へ
有
下
向
テ
普
代
之
家
人
等
ヲ
相
語
ヒ
被
励
軍
功
者
最
可
為
肝
要
云
云
、

5

翻
刻
「
石
垣
原
合
戦
大
友
家
覚
書
」

の
史
料
的
価
値
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
黒
田
如
水
記
」
（
「如
水
九
州
軍
記
」）

の
岡
谷
本
は
岡
谷
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

『名
将
言
行
録
」
に
引
用
さ
れ
て
い
が
、。

元
来

あ
る
目
的
で
編
ま
れ
た
「
軍
記
」
が
、
ま
た
異
な
る
目
的
で
約
二
0
0
年
の
時
を
経
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

「黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水

義
統
應
諾
シ
テ
八
月
下
旬
中
殴
へ
下
向
、
輝
元
悦
喜
シ
テ
鉄
抱
足
軽
百
人

兵
船
根
米
二

至

マ
テ
奔
走
セ
ラ
ル
、
藝
州
大
畠
ヨ
リ
出
舷
、
妥
二
家
臣
吉

弘
加
兵
衛
尉
統
幸
ハ
従
弟
立
花
統
虎
居
城
筑
後
柳
川
二
蟄
居
タ
リ
シ
カ
、

天
友
五
屎
）（

59
）

赴
江
戸
義
乗
二
勤
仕
セ
ン
タ
メ
、
豊
前
小
倉

ヨ
リ
浮

一
葉
之
慮
二
於
防

州
上
関
不
慮
二
義
統
二
参
謁
ス
、
是
ヨ
リ
吉
弘
、
義
統
二
先
立
テ
引
返
シ
、

｛
如
．
見

伯

｝

盟
後
冨
来
ニ
ア
カ
リ
、
嘗
城
主
覚
和
泉
守
留
守
居
ノ
臣
二
射
談
シ
、
兼
テ

蒙
義
統
命
、
吉
弘
廻
文
ヲ
以
速
見

・
園
崎
二
郡
ノ
蕉
臣
等
ヲ
招
ク
、
九
月

九
日
義
統
冨
来
二
船
ヲ
寄
セ
、
筵
城
代
二
射
面
ア
リ
、
豫
所
馳
集
之
諸
卒

ヲ
従
テ
同
日
又
乗
船
、
同
國
深
江
二
著
岸
、
輝
元
馳
走
ノ
兵
舷
共
ヲ
是
ヨ
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了
し
百
余
相
備
也
、
味

リ
羞
戻
ス
、
足
軽
ヲ
モ
可
被
箆
返
之
山
、
國
人
依
申
之
鉄
砲
ソ
ハ
留
テ
足
軽
百
人
モ
帰
國
ス
、
夫
ヨ
リ
義
統
ビ
ャ
ウ
ニ
到
リ
、
又
宗
像

（
鎮
絞
）

掃
部
助
二
命
シ
テ
廻
文
ヲ
園
中
二
馳
ス
、
日
田
・
玖
珠
・
臼
杵
•
佐
伯
・
岡
、
件
ノ
虞
々
ハ
領
主
皆
敵
方
ナ
ル
故
、
常
家
普
代
ノ
諸
上
・

地
下
人
マ
テ
モ
人
質
ヲ
取
リ
、
各
境
目
ニ
ハ
張
番
ヲ
居
ヘ
ケ
レ
ト
モ
旧
好
ヲ
慕
フ
輩
ハ
質
人
ヲ
捨
テ
敷
白
人
参
陣
ス
、
佐
伯
権
佐
惟
童

ハ
日
向
境
ノ
味
方
ヲ
催
シ
テ
不
日
二
可
参
陣
之
由
注
進
ス
、
彦
山
座
主
モ
一
山
ノ
衆
徒
・
地
下
人
共
ヲ
語
ヒ
可
属
味
方
之
由
也
、
妥
ニ

•
1
1
坦
原
ハ
戦
地
二
｛
且
ク
味
方
二
有
便
之
地
形
ナ
リ
ト
テ
義
統
石
垣
原
二
陣
塁
ス
、
吉
弘
加
兵
衛
尉
ハ
九
日
冨
来
経
陸
地
同
國
阿
岐
ノ
城

[
L
O
成
E

-

主
熊
谷
半
次
留
守
居
ノ
臣
二
面
談
シ
、
細
川
越
巾
守
忠
興
抱
ヘ
ノ
木
付
城
ヲ
可
攻
術
ヲ
謀
ル
慮
二
旧
臣
都
甲
兵
部
丞
ハ
敵
二
招
カ
レ
テ

乍
在
於
城
中
志
ヲ
味
方
二
通
シ
ケ
レ
ハ
、
籟
二
K
I
I
弘
力
許
二
云
送
テ
日
、
常
城
近
邊
へ
於
寄
備
者
都
甲
可
致
裏
切
云
々
、
吉
弘
則
以
使

（
康
之
）

節
義
統
へ
議
ヲ
得
テ
十
一
日
二
弐
百
計
卒
シ
テ
木
付
城
下
ヲ
緩
々
卜
巡
見
ス
、
城
代
松
井
佐
渡
守
敵
ノ
働
様
ヲ
以
遠
慮
シ
、
敢
テ
不
出

人
敷
吉
弘
モ
不
能
功
戦
、
終
二
引
取
参
陣

f
石
垣
原
、
＋
―
-
日
義
統
又
吉
弘
加
兵
衛
尉
・
運
野
天
介
・
柴
田
小
六
等
二
下
知
シ
木
付
城

夜
懸
二
可
攻
落
云
々
、
彼
城
ノ
要
害
東
南
北
ハ
海
手
沼
、
西
日
一
方
地
績
也
、
吉
弘
ハ
百
騎
計
ニ
テ
馬
場
ノ
尾
泉
マ
テ
押
詰
、
柴
田
・

イ
ク
チ
ト
ヲ
リ

運
野
以
下
案
内
者
十
四
五
騎
ハ
生
地
通
ヲ
干
潟
偲
ヒ
ニ
朝

□寺
ノ
下
安
住
寺
ノ
大
松
ノ
陰
河
辺
二
付
、
切
所
ヲ
越
テ
都
甲
相
圏
ノ
火
ヲ

州
ス
ヲ
見
テ
、
本
城
門
際
マ
テ
押
寄
ス
、
城
中
ヨ
リ
松
井
被
官
下
津
平
左
衛
門
鑓
ヲ
持
夜
廻
シ
ケ
ル
カ
、
吉
弘
被
官
森
清
左
衛
門
二
行

合
、
互
二
名
乗
鑓
ヲ
合
テ
相
引
ニ
ス
、
都
甲
兵
部
承
打
テ
出
テ
加
味
方
、
白
足
城
中
甚
騒
動
ス
、
松
井
井
二
有
古
武
蔵
守
取
鎮
之
門
戸

ヲ
堅
メ
鉄
砲
ヲ
槻
ク
打
出
ス
、
吉
弘
破
古
野
ロ
一
；
ノ
丸
マ
テ
雖
押
詰
、
運
野
犬
介
・
柴
田
小
六
鉄
砲
二
巾
IJ
吋
死
ス
ル
上
、
夜
モ
漸
明

カ
ニ
成
ケ
レ
ハ
、
吉
弘
一
一
ノ
丸
ニ
ト
悩
タ
ル
人
質
悉
取
返
シ
敵
ニ
―
塩
付
テ
人
敷
ヲ
引
揚
、
森
永
卜
云
所
マ
テ
＋
卒
ヲ
休
ン
ト
ス
ル
慮

二
、
ハ
タ
カ
タ
峠
ヲ
黒
田
如
水
人
敷
ヲ
押
下
ス
ヲ
吉
弘
見
テ
、
早
々
石
垣
原
へ
引
取
リ
夜
懸
ノ
次
第
黒
田
発
向
ノ
事
ヲ
告
テ
、
吉
弘
ハ

立
石
二
陣
ヲ
張
、
義
統
ハ
れ
垣
原
ノ
少
上
小
丸
山
ヲ
本
陣
ト
ス
、
黒
田
如
水
、
義
統
二
勢
ヲ
小
付
、
先
二
不
移
時
剋
可
遂
一
戦
ト
テ
、

人
敷
一
一
千
五
百
餘
ヲ
ニ
手
二
分
、
ハ
タ
カ
タ
山
廉
二
筋
ヲ
押
通
リ
、
窺
見
ノ
松
山
二
馳
着
テ
封
陣
ス
、
松
井
佐
渡
守
手
勢
五
直
ニ
テ
馳

｛

童

利

）

（

61）

参
シ
、
宜
柑
寺
山
二
陣
取
、
竹
中
伊
豆
守
了
勢
じ
百
ニ
テ
同
國
府
内
ノ
城
ヲ
出
如
水
二
馳
加
ル
、
一
―
1

手
合
テ

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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（

鎮

久

）

（

統

栄

）

方
綾
千
ノ
内
大
将
分
二
山
原
近
江
入
道
紹
忍
•
吉
弘
加
兵
衛
尉
・
宗
像
掃
祁
助
・
臼
杵
主
税
助
・
衛
藤
又
右
衛
門
•
吉
良
偲
右
衛
門
尉
・

竹
田
津
志
，
ー
人
道
．
木
・
大
神
堅
介
・
小
田
屎
又
左
衛
門
尉
．
都
甲
兵
部
丞
等
也
、
既
二
十
三
日
巳
剋
ヨ
リ
酉
下
剋
マ
テ
相
戦
フ
、
一

番
味
方
二
手
敵
二
了
攻
合
、
双
方
過
半
討
死
、
敵
敗
北
、
二
番
味
力
宗
像
掃
部
助
]
r
敵
如
水
内
久
野
祐
右
衛
門
樹
一
手
攻
合
、
敵
敷

｛

利

位

―

多
討
捕
、
｛
貰
相
寺
山
マ
テ
令
敗
北
、
宗
像
勝
利
、

4
1
番
味
方
都
甲
兵
部
丞
・
宗
像
掃
部
助
二
手
、
敵
松
井
佐
渡
守
如
水
内
架
山
大
膳
光

f
3
)

（

月

屯

丸

い

）

•
森
太
兵
術
尉
以
卜
：
一
手
攻
合
双
方
若
干
討
死
、
宗
像
・
都
甲
不
去
楊
討
死
、
敵
勝
利
、
四
番
味
方
惣
勢
敵
竹
中
伊
豆
守
・
松
井
佐
渡

守
二
手
攻
合
、
吉
良
側
右
衛
門
尉
自
身
首
敷
六
ノ
内
再
拝
、
懸
タ
ル
侍
一
人
討
取
笈
ニ
テ
討
死
、
其
外
百
余
討
レ
、
敵
一
一
百
余
討
死
、

五
番
味
力
惣
勢
敵
黒
田
・
竹
中
二
手
攻
合
双
方
大
勢
討
死
相
引
、
六
番
味
方
惣
勢
敵
惣
勢
攻
合
、
双
方
わ
干
討
死
同
相
引
、
し
番
吉
弘

加
兵
衛
尉
一
手
二
如
水
内
久
野
治
左
衛
門
尉
五
し
ハ
十
人
ニ
テ
押
懸
ル
、
吉
弘
僅
廿
人
計
ヲ
以
久
野
ヲ
五
町
程
突
崩
ス
、
其
後
吉
弘
被
官

森
消
左
衛
門
ヲ
以
今
日
味
方
小
勢
ヲ
以
多
勢
ヲ
追
靡
ケ
頗
呈
被
得
勝
利
候
、
味
方
悉
討
死
仕
候
ヘ
ハ
、
夜
二
紛
レ
湯
布
院
ノ
方
へ
御
開

キ
佐
伯
力
勢
ヲ
被
待
杵
、
彦

1
1
1ト
モ
被
徹
合
、
日
田
表
へ
押
出
シ
、
筑
後
J

久
留
H
•

柳
川
両
城
ノ
内
へ
被
入
備
可
然
卜
存
候
、
彼
両

城
主
モ
近
日
帰
巖
J
聞
工
候
ヘ
ハ
、
立
花
統
虎
・
小
早
河
秀
包
ヲ
為
先
手
、
被
遂
戦
功
候
ハ
ン
欺
、
某
ハ
是
ニ
テ
敵
ヲ
防
可
申
由
ヲ
云

含
本
陣
へ
差
越
ス
、
吉
弘
ハ
度
々
ノ
攻
合
二
不
外
砕
手
、
自
身
首
数
八
ノ
内
再
拝
、
懸
タ
ル
侍
＾
一
人
討
取
リ
勢
力
尽
ケ
レ
ハ
、
大
石
ノ

陰
二
息
次
居
タ
ル
慮
、
如
水
内
井
上
九
郎
右
衛
門
尉
七
八

t
人
ニ
テ
押
懸
ル
、
吉
弘
見
テ
鉄
砲
ヨ
ト
呼
ヲ
井
卜
聞
テ
今
朝
ョ
リ
ノ
働
驚

目
候
、
高
麓
以
来
青
眼
ノ
好
々
一
鑓
可
仕
卜
存
打
向
候
ヲ
鉄
砲
ト
ハ
無
曲
卜
ぷ
、
吉
弘
聞
テ
及
葬
故
見
損
シ
タ
リ
、
サ
ラ
ハ

•
P
J参
ト
テ

立
向
ヒ
、
吉
弘
寸
鑓
ニ
テ
井
上
力
股
ヲ
突
、
井

t
ヵ
十
文
字
ノ
鑓
古
弘
力
射
向
ノ
後
二
中
JJ
相
突
也
、
古
弘
、
井
ト
ニ
被
討
本
望
タ
リ
、

愚
息
竹
若
力
事
粕
ム
也
卜
云
慮
ヲ
、
井
上
僕
従
二
向
テ
大
剛
ノ
者
ノ
首
ヲ
取
テ
己
力
高
名
ニ
セ
ヨ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
小
栗
治
右
衛
門
押
ヘ

テ
首
ヲ
取
テ
差
上
タ
リ
、
麟
鴨
門
国
〗
認
亡
臼
は
げ
這
戸
唸
伎
柳
味
方
是
ヲ
見
テ
一
度
二
突
懸
リ
、
井
上
ヲ
ニ
：
·
-
町
計
追
立
ル
、
久
野
治
左
衛
門

尉
横
合
二
懸
ル
ニ
依
テ
味
方
不
残
討
死
ス
、
森
清
左
衛
門
、
小
丸
山
二
参
シ
テ
吉
弘
口
上
ノ
旨
ヲ
申
ス
、
義
統
先
吉
弘
ヲ
救
ン
タ
メ
手

廻
ノ
侍
ヲ
少
々
森
清
左
衛
門
二
付
テ
差
遣
ス
ニ
、
早
吉
弘
討
死
ス
、
然
慮
二
如
水
森
太
兵
衛
尉
ヲ
以
義
統
へ
談
シ
テ
日
、
弓
箭
ノ
儀
是

九
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大
学
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五
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石
垣
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合
戦
関
係
軍
記
史
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以
降
成
立
ヵ
]
)

の
よ
う
に
、
「
文
学
」
的
表
現
や
「
文
学
性
」

延
宝
以
後
）
で
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
は
、
大
体
の
流
れ
と
し
て

す
な
わ
ち
、

A
戦
中
の
文
学
（
永
禄
か
ら
慶
長
ま
で
）
、

元
卿
ノ
勧
二
所
被
催
也
、
所
詮
止
戦
ぷ
七
関
東
方
於
被
謝
申
者
、
凡
い
国
展
安
堵
小
可
有
追
儀
候
敷
、
且
如
水
汎
分
可
執
巾
候
之
由
懇
二
述
之
、

於
是
和
議
相
済
、
同
|
五
日
ニ
ハ
森
太
兵
衛
尉
ヲ
相
副
テ
、
如
水
居
城
他
前
中
津
へ
赴
カ
シ
ム
、
義
統
ヲ
森
太
兵
衛
尉
宅
二
人
馳
走
可

Ltlト
ノ
事
也
、
如
水
ハ
直
二
阿
岐
城
｀
玉
熊
谷
半
次
妻
子
ヲ
攻
殺
シ
、
同
冨
来
へ
押
寄
、
筵
和
泉
守
留
守
居
ノ
侍
共
ヲ
討
伐
シ
、
夫
ヨ
lJ

久久
留
目
・
柳
川
ヲ
可
攻
ト
テ
筑
後
國
へ
発
向
セ
シ
ト
也
、

軍
記
に
は
、
加
芙
宏
氏
の
言
策
を
借
り
る
と
、
「
記
」

家
康
公
強
テ
怨
讐
ノ
＋
細
ア
ラ
ス
、
い
ハ
牢
籠
ノ
御
事
故
、

の
系
統
、
す
な
わ
ち
非
常
に
実
録
的
・
記
録
的
な
も
の
と
、
あ
わ
れ
に
満
ち

た
『
平
家
物
語
』
な
ど
の
よ
う
な
物
語
系
統
の
も
の
と
が
あ
る
か
、
本
稿
で
の
二
つ
の
軍
記
は
何
れ
も
「
記
」
の
範
疇
に
属
す
る
。
そ

れ
は
、
特
に
作
成
経
緯
を
検
討
し
た
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
備
忘
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た

と
い
う
目
的
か
ら
も
い
え
る
の
で
あ
る
C
]懺
川
祥
牛
氏
に
よ
る
と
、
近
枇
に
書
か
れ
た
合
戦
叫
録
は
大
休
、

5

お
わ
り
に

B
戦
後
の
文
学
（
元
和
か
ら
寛
文
ま
で
）
、

迄
二
候
、
御
子
息
義
乗
関
東
奉
公
ノ
儀
二
候
ヘ
ハ
、
義
統
モ
射

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
九
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

―
-
．
つ
の
種
類
に
分
か
れ
る
。

c批
評
あ
る
い
は
批
判
の
文
学

い
ま
起
き
て
い
る
こ
と
を
書
く
場
合
に
は
、
と
り
あ
え
ず
起
き
た

こ
と
を
青
き
留
め
る
，
）
少
し
時
間
が
舒
ち
、
精
神
的
に
余
裕
が
出
て
く
る
と
、
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
批
判
を
し
た
り
、
感
想
を
述
べ

た
り
と
い
う
時
期
が
や
っ
て
く
る
c

そ
れ
か
ら
最
期
に
、
そ
の
事
件
は
作
者
に
と
っ
て

i

つ
の
材
料
に
過
ぎ
な
く
て
、
作
者
に
何
か
言

い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
材
料
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
出
米
事
を
使
う
、
と
い
う
時
代
が
や
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
、
と
さ
れ
る
、
）

し
か
し
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
軍
記
に
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
豊
後
国
石
坦
原
合
戦
叫
」
（
作
者
・
作
成
年
次
不
詳
〔
延
宝
期

「
物
語
件
」
を
高
め
る
た
め
に
作
者
か
敢
え
て
剖
作
性
を
加
え
、
ま

た
、
「
石
垣
厭
合
戦
」
か
黒
川
家
・
黒
田
如
水
が
犬
下
を
獲
り
得
る
機
会
で
あ
っ
た
と
す
る
見
力
を
品
し
、
黒
田
家
は
天
下
を
獲
り
得

一
且
輝
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長

L
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

る
家
で
あ
っ
た
、
黒
田
如
水
は
天
下
人
秀
吉
に
も
恐
れ
ら
れ
、
関
ヶ
原
合
戦
の
折
に
は
天
下
を
獲
る
可
能
性
も
あ
っ
た
、
と
い
う
作
者

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
軍
記
も
存
在
す
る
。
黒
田
如
水
の
野
心
に
つ
い
て
、
「
黒
日
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）
の
作
者
は

公
儀
（
江
戸
幕
府
）
を
憚
っ
て
か
、
ま
っ
た
＜
触
れ
て
お
ら
ず
、
如
水
の
挙
兵
は
あ
く
ま
で
徳
川
家
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
っ
た
、

(60) 

と
す
る
。

こ
れ
は
近
枇
の
全
国
規
模
で
の
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
~e

そ
れ
は
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
几
州
軍
記
」
）
も
例
外
で
は
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
検
討
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

詞
書
は
極
め
て
実
緑
的
で
、
同
時
代
史
料
の
品
述
と
も
合
致
す
る
。
し
か
し
、
黒
田
如
水
の
野
心
に
関
し
て
は
歴
史
的
事
実
を
品
す
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

れ
た
「
如
水
記
」
（
「
黒
田
家
譜
」
所
収
）
以
前
に
、
鎌
田
と
い
う
家
臣
の
家
で
主
体
的
に
著
さ
れ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

高
野
信
治
氏
に
よ
る
と
、
近
世
の
武
家
社
会
に
お
け
る
家
格
・
地
位
の
昇
進
や
、
降
格
・
断
絶
な
ど
、
い
わ
ば
人
事
異
動
の
背
景
に
は
、

人
間
関
係
に
起
因
す
る
も
の
と
、
役
筋
に
お
け
る
能
力
や
精
勤
の
度
合
い
の
評
定
に
起
囚
す
る
も
の
の
二
つ
の
原
理
に
基
づ
く
パ
タ
ー

ン
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
異
動
パ
タ
ー
ン
は
家
格
性
と
も
絡
み
な
が
ら
相
互
に
融
合
し
つ
つ
、
現
実
的
に
は
複
雑
な
現
れ
方
を
す

る
、
と
さ
れ
る
。
鎌
田
家
は
一
1

代
藩
主
忠
之
、
そ
代
藩
主
光
之
と
の
個
人
的
な
七
従
関
係
（
人
間
関
係
）
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
、
家
老

(68) 

を
輩
出
す
る
家
に
ま
で
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
存
立
基
盤
の
脆
弱
性
を
鎌
田
氏
も
認
識
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
八
左
衛
門
昌
勝
夫
人
の

実
家
で
あ
る
桐
山
家
、
桐
山
丹
波
（
丹
斎
）
の
戦
功
を
挙
げ
て
、
そ
の
桐
山
家
に
連
な
る
家
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
（
【
鎌
山
氏
系

(69) 

図
】
参
照
）
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
認
識
が
鎌
田
昌
成
を
し
て
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）
を
作
成
さ
せ
る
に
い
た
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
同
害
作
成
に
は
「
黒
田
永
翁
」
な
る
人
物
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
J

ま
た
、
「
石
垣
原
合
戦

そ
れ
は
、

の
東
西
両
軍
の
戦
闘
に
関
し
て
記
し
た
記
録
に
お
い
て
一
般
的
な
作
者
の

や
は
り
詞
書
の
作
成
経
緯
•
H

的
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
し
同
書
は
湘
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ

大
友
家
覚
書
」
は
そ
の
督
名
の
通
り
、
石
垣
原
合
戦
を
黒
田
家
の
立
場
で
は
な
く
、
大
友
家
の
立
場
で
記

79-
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註

し
た
も
の
で
あ
る
。

部
歴
史
的
事
実
と
異
な
る
部
分
も
若
干
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
「
記
」
の
系
統
に
属
し
、
事
実
を
淡
々
と
記
し

て
い
る
。
奥
書
が
な
く
、
作
者
や
成
立
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
稿
で
は
、
九
州
人
学
所
蔵
の
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
、
と
り
わ
け
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）
の
占
誌
学
的
検

討
を
し
た
。
「
黒
田
如
水
記
」
は
令
国
の
大
学
図
書
館
・
史
料
館
に
も
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
そ
れ
ら
異
本
と
の
比

較
校
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
記
研
究
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
cl

「
石
垣
原
合
戦
」
に
関
す
る
論
考
で
、
こ
の
合
戦
の
経
緯
に
加
え
て
そ
の
位
置
づ
け
、
す
な
わ
ち
「
如
水
の
野
心
と
家
康
の
対
応
」
に
つ

い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
は
管
見
の
限
り
、
『
福
岡
県
史
通
史
編
福
岡
藩
(
-
)
』
（
1

九
九
八
年
、
福
岡
県
）
の
第
一
編
「
黒
川
氏
入

部
以
前
」
第
三
章
「
筑
前
人
日
以
前
の
黒
田
氏
」
の
第
三
節
「
関
ヶ
原
の
戦
と
筑
前
」
（
一
六
―
―
＼
一
じ
三
頁
）
を
執
筆
さ
れ
た
丸
山
薙

成
氏
の
も
の
し
か
見
出
せ
な
い
。
本
稿
は
「
石
垣
原
合
戦
」
に
歴
史
学
的
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
主
旨
で
は
な
い
が
、
「
石
垣
原
合
戦
」

の
歴
史
的
市
実
な
ら
び
に
位
置
づ
け
を
坪
解
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
こ
こ
に
挙
げ
る
。

九
州
史
料
刊
行
会
編
『
九
州
史
料
叢
書
じ
益
軒
資
料
(
-
―
)
』
一
九
五
六
年
、
九
州
史
料
刊
行
会
c

．
六
頁
。

故
郷
物
語
は
黒
田
故
郷
物
語
と
も
呼
ば
れ
、
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
に
黒
川
真
道
に
よ
っ
て
、
『
故
郷
物
語
（
黒
田
家
）
全
・
大
友
公

御
家
詑
書
仝
・
従
道
際
h
代
記
（
島
津
家
）
全
]
（
国
史
研
究
会
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

音
無
文
庫
は
、
明
治
・
大
ー
期
に
か
け
て
、
東
京
大
学
理
学
品
教
授
、
国
立
天
文
台
所
長
な
ど
を
歴
仔
し
た
天
文
学
者
寺
尾
壽
槽
士
（
一

八
れ
五
〔
安
政
一
一
年
〕
＼
一
九
一
．
三
〔
大
正
ト
ニ
年
〕
）
の

Ill
蔵
書
。
ま
た
同
氏
は
福
岡
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
（
九
州
大
学
付
属
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
よ
り
。
じ

R
L
は
以

F
の
通
り
〔
http://www.lib.kyushu,u.ac.jp/collections/otonashi.html))'

「
九
州
帝
国
大
学
図

甚
館
」
の
丸
い
蔵
書
印
に
は
「
7
1
1
3
6
附
和
5
.
3
.
1
5
」
と
あ
る
。
昭
和
h
年
(
-
九
―

10)
に
九
州
大
学
の
図
書
館
の
蔵

書
と
な
っ
た
。
九
州
大
学
『
音
無
文
庫
書
名
目
録
』
（
請
求
記
号
0
2
9
.
9
/
0
8
6
)
四
六
頁
に
は
番
り
・
六
五
五
六
、
書
名
・
黒

川
如
水
記
、
冊
数
・
一
、
価
格
一
円
と
あ
る
。

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
TL
年
h
担
原
合
戦
関
係
軍
記
史
科
に
つ
い
て

80--
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
九
吉
川
家
文
書
（
一
）
』
（
一
九
二
五
年
、
東
京
帝
国
大
学
）
一
五
四
号
、
（
慶
長
五
11

一
六

0
0
年
）
十

月
四
日
付
の
吉
川
広
家
宛
て
黒
田
如
水
圃
清
書
状
〔
―
二

o
i
―
ニ
ニ
頁
〕
）
。
こ
の
文
書
に
は
次
の
よ
う
な
―
つ
書
き
が
あ
る
。
「
一
、

上
方
於
美
濃
口
御
取
相
嘗
月
迄
も
御
座
候
者
、
中
國
へ
切
上
、
花
々
と
見
知
返
し
候
而
、
一
合
戦
可
仕
と
存
候
二
、
は
や
く
内
府
御
勝
手

二
罷
成
残
多
候
、
」
。
こ
れ
は
、
九
州
平
定
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
毛
利
領
・
宇
喜
多
領
で
あ
る
中
国
地
方
も
平
定
し
て
上
方
に
登
り
、
一

戦
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
本
史
料
で
は
「
家
康
公
へ
忠
功
を
尽
く
さ
む
と
思
ふ
な
り
」
と
あ
る
が
、

広
家
宛
書
状
で
は
必
ず
し
も
そ
う
は
解
釈
で
き
な
い
。

大
友
義
統
（
吉
統
）
は
（
文
禄
二
11

一
五
九
三
年
）
五
月
朔

H
付
の
毛
利
輝
元
宛
て
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第

八
毛
利
家
文
書
之
三
」
〔
一
九
―
―
二
年
、
東
京
帝
国
大
学
〕
所
収
八
九
四
号
文
書
。
）
に
よ
る
と
、
朝
鮮
に
お
い
て
「
臆
病
」
を
構
え
た

た
め
改
易
処
分
と
さ
れ
、
毛
利
家
に
お
預
け
と
な
っ
た
と
い
う
。

石
田
三
成
か
ら
大
友
義
統
宛
て
の
書
状
は
、
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
が
、
（
慶
長
五
1
1
-
4
ハ
0
0
年
）
八
月
十
八
日
付
で
毛
利
輝
元
か

ら
大
友
中
庵
（
義
統
）
に
宛
て
た
書
状
が
残
っ
て
い
る
（
「
大
分
県
史
料
（
三
四
）
第
二
部
補
遺
（
六
）
大
友
家
文
書
録
四
」
〔
一
九
八
一

年
、
大
分
県
中
枇
文
書
研
究
会
〕
―
-
三
七
一
号
文
書
0

1
 

0
七
頁
）
。
欠
字
が
多
く
詳
細
に
内
容
を
く
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
義

統
の
次
男
長
蔵
（
長
三
、
の
ち
の
松
野
正
照
〔
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
巻
二
』
一
九
六
四
年
、
続
群
害
類
従
完
成
会
。
三
八
六
頁
。
〕
）

が
大
坂
方
の
人
質
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
慶
長
五
11

一
六
0
0年
）
九
月
十
日
付
の
岐
部
又
兵
衛
尉
・
柴
田
左
馬
助
宛
て
中
庵
（
大
友
義
統
）
書
状
に
は
、
「
昨
日
九
海
上
無
異
儀
、

別
府
浦
へ
罷
口
、
至
立
石
村
令
宿
陳
候
、
今
日
者
方
々
人
数
等
申
集
可
相
働
覚
悟
候
」
と
あ
り
、
渡
海
し
立
石
村
に
陣
を
張
っ
た
こ
と
は

確
か
だ
が
、
ど
こ
か
ら
出
帆
し
た
か
は
一
次
史
料
か
ら
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
（
『
大
分
県
史
料
（
三
四
）
大
友
家
文
書
録
（
四
）
』
一
九

八
一
年
、
大
分
県
中
世
文
書
研
究
会
。
―
―
―
―
一
七
五
号
文
書
〔
一

0
九
・
―

1
0
頁〕）。

（
慶
長
五
11

一
六
0
0
年
）
「
松
井
康
之
家
来
筈
二
相
申
者
交
名
」
（
『
平
成
十
年
度
秋
季
特
別
展
覧
会
八
代
の
歴
史
と
文
化
糧
関
ヶ
原

合
戦
と
九
州
の
武
将
た
ち
」
一
九
九
八
年
、
八
代
市
立
博
物
館
未
米
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
一
一
一
九
・
―
―
一
九
・
ニ
―

1
0
頁
）
に
よ
っ
て
九

月
十
日
に
木
付
城
で
大
友
勢
と
松
井
佐
渡
守
率
い
る
細
川
勢
の
間
で
戦
闘
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

木
付
の
松
井
・
有
吉
は
黒
田
如
水
・
加
藤
清
正
の
両
者
に
大
友
勢
の
木
付
城
攻
撃
を
注
進
し
た
よ
う
で
、
清
正
の
も
と
に
は
九
月
十
四
日

そ
の
知
ら
せ
が
届
い
て
い
る
（
『
黒
田
家
文
書
第
一
巻
本
編
」
〔
一
九
九
九
年
、
福
岡
市
博
物
館
〕
―
―
―
八
号
文
書
、
（
慶
長
五
11

一
六

-81-
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0
0
年
）
九
月
十
六
日
付
の
黒
田
如
水
宛
て
加
藤
消
正
書
状
。

熊
谷
氏
の
安
喜
城
を
伏
兵
に
よ
っ
て
攻
略
し
た
こ
と
は
、

（艇
長
五
11

一
六
0
0
年
）
九
月
十
六
日
付
の
黒
田
如
水
宛
て
加
藤
清
正
書
状

（『黒
田
家
文
書
第

一
巻
本
編
」
ニ

―
八
号
文
書
の
第
一一
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

久
野
次
左
衛
門
尉
と
そ
の
手
勢
の
三
留
立
左
衛
門
以
下
の
五
人
、
曽
我
部
五
右
衛
門
の
最
期
に
つ
い
て
は
「
命
を
義
に
軽
ん
し
」
、

「忠
死
」
、

「
我
遁
る
所
に
あ
ら
す
」
と
い
う
よ
う
に
忠
義
や
情
の
た
め
に
討
ち
死
に
し
た
と
記
さ
れ
、
「
軍
記
」
の
特
色
が
顕
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
に
対
す
る
作
者
の
感
想
め
い
た
も
の
、
形
容
詞
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
室
所
蔵
「
黒
田
二
十
四
騎
図
」
の
井
上
之
房
は
「
居
冠
の
甲
」
を
被
っ
て
い
る

（【図
版
③
】
参
照
）
。
ま
た
、
北
九
州
市
立
自
然
史

・
歴
史
博
物
館
に
は
伝
井
上
之
房
所
川

「黒
漆
途
唐
冠
形
兜
朱
漆
塗
革
包
二
枚
胴
具

足
小
具
足
付
」
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
本
山

一
城
氏
は
、

「右
の
戦
い

（石
垣
原
合
戦
：
箪
者
注
）
で
之
房
は

「唐
冠
の
兜
」
を
被
っ
て

い
た
と

『黒
田
家
譜
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
唐
冠
を
被
る
と
い
う
の
は
、
従
四
位
く
ら
い
の
官
位
が
な
い
と
許
さ
れ
な
い
。
」（
『黒
田
軍

団
如
水
・
長
政
と
一

―十
四
騎
の
牛
角
武
者
た
ち
j

二
0
0
八
年
、
宮
帯
出
版
社
。

一一

三
頁
）
、
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「唐
冠
の
甲
」

を
被
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
官
位
が
従
四
位
よ
り
下
の
日
根
野
織
部
（
従
五
位
下
）

が
唐
冠
の
冑
を
被
っ
て
い
た
と
さ
れ
る

（鈴
木
敬
一――
分
担
執
箪
「
唐
冠
の

冑
」
〔
『
国
史
大
辞
典
j

〕
。
よ
っ
て
、
こ
の
史
料
の
記
載
通
り
、
井
上
之
房

は

「唐
冠
の
甲
」
を
被

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

井
上
家
の
家
紋
は
井
桁
で
あ
る

（『中
兄
永
諸
家
系
図
伝
第
一―
IJ

〔
一
九
八

0
年
、
続
群
杏
類
従
完
成
会
。
ニ
ニ
八
ー
ニ
三
0
頁〕
、
『党
政
重
修
諸
家

譜

第

四
J

〔
一
九
六
四
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。
二
九
二
頁
〕
。
ま
た
、

「舞
鶴
」
で
あ
る
と
い
う
史
料
も
あ
る
（
出
品
番
号

一
六
四
「
黒
田
二
十

四
騎
図
」

〔
『黒
田
長
政
と
二
十
四
騎
黒
田
武
士
の
世
界
j

二
0
0
八
年
、

福
岡
市
樽
物
館
〕
、

【図
版
③
】
の
袴
部
分
参
照
）。
し
か
し
、
「
柏
樹
の
紋
」

を
井
上
が
使
用
し
た
こ
と
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。
お
そ
ら
く
旗
紋

で
あ
り
、
軍
旗
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

【図版③］「黒田二十四騎図」の井上之房
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(16) 

(15) 

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

「
宇
土
細
川
家
文
書
」
三

0
四
九
「
覚
」
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
）
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。
「
一
、
三
斎
様
丹

後
二
被
為
成
御
座
候
刻
、
私
祖
父
魚
住
加
々
儀
、
其
時
分
ハ
魚
住
右
衛
門
兵
衛
と
申
候
、
御
知
行
一
ラ
日
石
二
て
被
召
抱
御
奉
公
仕
上
、
其

後
豊
後
石
垣
原
一
戦
刻
、
大
友
義
統
公
之
侍
大
将
吉
良
停
右
衛
門
と
右
衛
門
兵
衛
互
二
馬
上
二
而
名
乗
鑓
を
合
、
吉
良
停
右
衛
門
ヲ
つ
き

ふ
セ
申
、
首
を
捕
分
捕
仕
候
、
さ
て
豊
後
御
人
数
改
陣
之
上
二
而
今
亦
右
衛
門
兵
衛
働
之
首
尾
可
達
三
斎
様
御
耳
二
、
為
御
加
増
千
七

百
石
被
為
拝
領
弐
千
石
二
成
申
候
、
名
を
改
申
様
二
と
御
座
候
而
加
賀
二
御
鉄
抱
五
拾
挺
御
預
被
成
候
、
呑
敷
儀
御
座
候
様
二
承
停
申
候

ヘ
共
、
私
未
生
以
前
之
俵
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
書
付
不
申
候
、
豊
後
石
垣
原
一
戦
之
首
尾
右
之
通
悔
二
承
偲
申
候
、
則
黒
田
女
水
公
ヨ
リ
加
々

方
へ
被
遣
候
御
す
ミ
付
写
進
申
候
、
以
上
、
」
と
。

庄
内
町
誌
編
集
委
員
会
編
『
庄
内
町
誌
』
(
-
九
六
六
年
）
三
九
七
頁
に
野
村
祐
直
の
家
臣
、
酒
井
作
左
衛
門
重
信
に
つ
い
て
、
彼
の
墓

碑
を
根
拠
に
し
た
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
。
「
有
安
の
寺
坂
に
酒
井
作
左
衛
門
と
そ
の
一
族
の
墓
四
基
が
あ
り
、
殿
の
墓
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
作
左
衛
門
は
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
、
黒
田
氏
の
臣
と
し
て
従
軍
し
、
又
豊
後
石
垣
原
の
戦
に
抜
群
の
軍
功
を

立
て
如
水
公
よ
り
感
状
を
賜
わ
り
、
後
に
島
原
の
乱
に
於
て
原
城
先
登
遂
に
戦
死
を
と
げ
た
勇
士
で
あ
り
、
こ
の
墓
は
重
信
三
世
の
孫
森

本
次
右
衛
門
信
章
が
五
十
年
後
の
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
。
陪
臣
で
あ
る
酒
井
作
左
衛
門
に
つ
い
て
ま

で
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
「
黒
田
如
水
記
」
（
「
如
水
九
州
軍
記
」
）
の
記
述
の
緻
密
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
懸
樋
」
は
「
覧
」
に
通
じ
、
そ
れ
か
ら
「
垣
見
」
と
と
れ
る
。
同
時
代
史
料
で
は
「
垣
見
」
と
表
記
さ
れ
る
（
慶
長
二
年
二
月
―
-
+
-

日
付
の
黒
田
長
政
宛
て
豊
臣
秀
吉
条
書
〔
『
黒
田
家
文
害
第
一
巻
本
編
」
一
一
五
号
文
書
。
二
七
〇
＼
二
七
八
頁
〕
な
ど
）
。

「
濃
州
青
野
か
原
」
と
あ
る
が
、
「
東
照
宮
御
実
紀
第
四
」
に
、
「
明
れ
ば
九
月
十
五
日
。
敵
味
方
廿
萬
に
近
き
大
軍
開
原
青
野
が
原
に
陣

取
て
」
と
あ
る
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
一
二
十
八
巻
徳
川
実
紀
第
一
篇
」
〔
一
九
二
九
年
、
国
史
大
系
刊
行
会
〕
七

0
頁
）
。
今
日
で

は
「
関
ヶ
原
合
戦
」
で
一
般
化
し
て
い
る
が
、
「
青
野
原
合
戦
」
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で
、
同
名
の
軍
記
が
現
存
し
て
い
る
（
「
国
書
総
目

録
第
一
巻
』
一
九
六
三
年
、
岩
波
書
店
。
一
四
頁
）
。

光
成
準
治
氏
は
「
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
九
吉
川
家
文
書
（
一
）
」
一
五
四
号
文
書
、
（
慶
長
五
11

一
六
0
0年
）
十
月
四
日
付
の

吉
川
広
家
宛
て
黒
田
如
水
書
状
「
尚
々
、
小
倉
之
儀
、
従
輝
元
加
番
入
之
由
候
間
、
壱
岐
へ
不
渡
様
二
可
被
仰
付
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
黒
田
家
譜
』
に
お
い
て
は
、
如
水
は
吉
成
（
毛
利
勝
信
）
領
に
侵
攻
、
吉
成
と
対
立
し
て
い
た
香
春
岳
城
の
軍
を
降
参
さ
せ
、
小
倉
城

へ
押
し
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
十
月
一

1-H
、
吉
成
は
城
を
明
け
渡
し
て
上
方
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
十
月
上
旬
ま
で
輝
元
軍
が

-83-



(24) 

(22) 

(23) 

(21) 

(20) 
小
倉
城
を
占
領
し
て
い
た
、
と
さ
れ
る
（
光
成
準
治
「
関
ヶ
原
前
夜
西
軍
大
名
た
ち
の
戦
い
』
―

1
0
0
九
年
、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

―
二
四
頁
）
。

「
龍
造
寺
勢
」
と
あ
る
点
は
要
注
意
。
こ
の
段
の
冒
頭
に
「
肥
前
の
国
鍋
嶋
加
賀
守
」
と
あ
り
、
ま
た
「
御
息
信
州
毛
利
方
二
て
上
洛
な

り
し
、
此
節
貴
家
断
絶
あ
ら
ん
か
」
と
み
え
る
。
貴
家
と
は
鍋
島
家
か
、
龍
造
寺
家
を
さ
す
の
か
判
断
し
難
い
が
、
こ
の
時
期
の
肥
前
佐

賀
の
有
様
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。
高
野
信
治
氏
は
「
「
柳
河
合
戦
」
陣
立
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
後
藤
（
武
雄
）

・
須
古
・
諌
早
・
多
久
と
い
う
竜
造
寺
系
の
一
門
四
家
が
、
新
編
成
の
「
与
」
や
勝
茂
・
直
茂
の
旗
本
（
馬
廻
）
と
共
に
、
い
わ
ば
鍋
島

氏
匝
臣
団
を
編
成
し
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
」
、
「
「
柳
河
御
陣
」
で
実
現
さ
れ
た
統
一
的
家
臣
団
編
成
は
、
「
与
私
」

(11
鍋
島
氏

直
属
家
臣
団
：
筆
者
注
）
と
「
備
」
（
竜
造
寺
系
の
一
門
家
臣
団
）
と
い
う
二
元
構
造
を
有
す
る
佐
賀
藩
軍
制
の
原
型
を
な
す
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
「
与
私
」
と
「
備
」
が
混
在
し
た
構
成
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
（
高
野
信
治
『
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
』
―

1
0
0

二
年
、
名
著
出
版
。
五
七

i
五
九
頁
）
。
内
実
は
そ
の
よ
う
な
編
成
で
あ
り
な
が
ら
、
「
鍋
嶋
勢
」
で
は
な
く
「
龍
造
寺
勢
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
本
史
料
作
者
の
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
認
識
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

小
野
和
泉
の
詭
は
鎮
幸
。
「
慶
長
五
年
侍
帳
」
に
よ
る
と
、
知
行
五
千
石
（
柳
川
市
史
編
集
委
貝
会
編
『
柳
川
歴
史
資
料
集
成
第
三
集

柳
河
藩
立
花
家
分
限
帳
j

―
九
九
八
年
、
柳
川
市
。
二
九
頁
）
。

矢
嶋
左
助
は
「
慶
長
五
年
侍
帳
」
に
よ
る
と
、
知
行
二
千
石
（
『
柳
川
歴
史
資
料
集
成
第
三
集
柳
河
藩
立
花
家
分
限
帳
』
二
九
頁
）
。

中
野
等
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
立
花
勢
と
鍋
島
勢
（
「
龍
造
寺
勢
」
）
の
戦
闘
は
、
柳
川
側
で
は
、
江
上
合
戦
あ
る
い
は
八
院
の
戦
い
な
ど
と

称
さ
れ
、
佐
賀
で
は
柳
川
合
戦
と
し
て
伝
わ
る
、
と
さ
れ
る
（
中
野
等
『
立
花
宗
茂
』
二

0
0
一
年
、
吉
川
弘
文
館
。
―
ニ
ニ
頁
）
。

（
慶
長
五
11

一
六

0
0
年
）
十
一
月
十
二
日
付
の
徳
川
家
康
書
状
（
「
黒
田
家
文
書
第
一
巻
本
編
」
一
五
号
文
書
）
に
は
、
「
度
々
注

進
之
旨
、
得
其
意
候
、
柳
河
儀
、
質
物
請
取
、
立
花
召
連
、
至
薩
摩
表
、
加
主
斗
・
鍋
嶋
加
賀
守
相
談
被
相
働
之
由
、
及
寒
氣
候
之
間
、

先
年
内
者
其
元
被
在
付
候
様
、
尤
候
、
猶
井
伊
兵
部
少
輔
可
申
候
、
恐
々
謹
言
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
寒
さ
の
厳
し
い
時
節
と
な
っ
た
の
で
、

年
内
は
国
許
に
い
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
、
同
日
付
井
伊
直
政
の
副
状
（
同
一
1

一
四
号
）
に
は
、
島
津
に
関
し
て
、

「
一
、
柳
川
之
儀
、
質
物
被
請
取
、
立
花
被
召
連
、
加
主
斗
頭
殿
・
鍋
嶋
加
賀
守
殿
被
仰
談
、
至
子
薩

L
表
、
御
登
向
之
由
申
聞
候
、
年

内
者
及
寒
天
候
之
間
、
先
其
許
御
有
付
候
様
、
御
尤
候
間
、
御
行
之
儀
可
有
御
延
引
候
歎
、
一
、
万
一
嶋
津
指
援
候
於
仕
合
者
、
来
春
即

成
敗
可
被
申
付
候
事
、
一
、
嶋
津
懇
望
之
筋
目
も
候
間
、
其
許
可
被
成
御
聞
合
事
、
」
と
あ
る
。
軍
事
行
動
は
延
期
し
、
も
し
島
津
と
の

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
和
に
つ
い
て

交
渉
が
決
裂
し
た
場
合
は
来
春
侵
攻
を
命
ず
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
備
中
囚
に
は
鎌
田
の
地
名
は
見
出
せ
な
い
。

鎌
田
正
清
は
平
安
時
代
後
期
の
武
士
。
政
家
と
も
い
う
゜
通
称
―
一
郎
左
兵
衛
尉
，
源
氏
の
家
人
3

相
模
国
住
人
鎌
田
権
守
辿
清
の
子
。

源
義
朝
に
仕
え
る
（
安
川
元
久
分
捐
執
筆
五
繹
田
訂
清
」
〔
〗
国
史
大
辞
典
』
〕
）
。

裔
木
附
作
監
修
・
谷
口
屯
広
告
『
織
田
仁
炉
に
家
臣
人
名
辞
典
』
（
＾
九
九
五
年
、
上
口
川
弘
文
館
）
に
よ
る
と
、
鎌
田
姓
の
家
臣
と
し
て
唯

一
、
鎌
田
五
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
い
る
（
同
書
一
―
―
―
六
・
―

-
1

じ
頁
）
（
）
同
書
に
は
、
天

lE-
＝
一
年
（
．
五
七
五
）
五
月
の
長
篠
の
戦
い

の
時
、
軍
令
違
反
を
犯
し
て
改
易
さ
れ
た
か
、
信
忠
が
彼
の
器
贔
を
惜
し
み
、
召
し
出
し
て
仕
え
さ
せ
た
。
同
十
年
六
月
二
日
、
本
能
寺

の
変
の
時
、
二
条
御
所
で
伝
忠
を
介
錯
し
た
。
そ
の
後
、
『
当
代
記
』
に
は
追
腹
と
あ
る
が
、
御
所
を
逃
れ
去
っ
た
と
い
う
の
が
貞
柑
ら

し
い
、
と
い
う
1

政
貞
の
子
で
、
後
に
1

瀬
と
改
叶
す
る
五
方
衛
門
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る

「
鎌
田
（
勝
）
家
文
贔
」
―
―
―

-
0
（
福
岡
県
立
図
青
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
り

「
鎌
い
（
勝
）
家
文
書
」

・
1
0
五
、
延
宝
五
年
（
皐
六
七
七
）
十
．
一
月
卜
＾
日
付
の
鎌
川
九
郎
兵
衛
宛
て
里
田
光
之
知
ー1
宛
行
状
（
福
岡

県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。

「
増
益
家
臣
偲
巻
之
八
鎌
田
聞
他
」
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
古
館
六
八

0
／
ソ

2）

福
岡
県
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
。

上
露
苔
は
、
上
露
叢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
玉
露
最
ぱ
、
慶
長
一
一
一
年
（
．
五
九
八
）
か
ら
・
大
和
元
年
（
一
六
八
一
）
二
月
ま
で
の
編
年
史

で
、
杓
者
が
詳
。
江
戸
四
岱
府
の
中
歴
、
市
井
の
風
聞
、
京
都
の
公
家
、
自
社
、
軍
役
、
参
勤
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る

(111本
武
夫

分
担
執
箪
「
玉
露
叢
」
〔
『
国
史
大
辞
典
』
〕
）
。

福
岡
県
立
園
朴
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
。

長
井
土
佐
守
は
永
井
尚
長
。
承
応
三
年
(
-
六
h
四
）
誕
化
。
寛
文
八
年
(
-
六
六
八
）
十
二
月
二
十
七
日
、
従
h
位
下
十
佐
守
に
叙
任
。

延
宝
―
一
年
二
六
七
四
）
一
月
十
日
、
遺
領
を
継
ぐ
ぐ
旧
一
1

年
十
二
月
二
十
八
日
、
信
濃
守
と
改
め
、
同
七
年
十
一
月
一
日
、
奏
者
番
と

な
る
。
同
八
年
六
月
二
十
六

H
、
増
卜
寺
に
お
い
て
藤
堂
和
泉
守
忠
勝
に
殺
害
さ
れ
る
。
享
年
＾
一
十
七
歳
（
『
寛
政
譜
』
第
十
、
七
四

頁）
n9

阿
波
守
は
岡
部
豊
明
と
推
測
さ
れ
る
。
豊
明
は
和
泉
国
岸
和
田
藩
主
岡
部
美
濃
守
宜
勝
の
五
男
。
慶
安
四
年
（

六
五

）
八
月
十
六
日
、
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従
五
位
下
阿
波
守
に
叙
任
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
十
月
二
十
七
日
、
父
の
所
領
の
う
ち
に
お
い
て
二
千
石
を
分
知
さ
れ
る
。
元
禄
三

年
（
一
六
九
0
)
正
月
九
日
没
。
享
年
五
十
八
歳
（
『
寛
政
譜
」
第
十
四
、
一
三
三
・
ニ
ニ
四
．
―
-
―
-
八
頁
）
。

京
極
備
中
は
京
極
裔
豊
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
舘
野
で
誕
生
。
寛
文
二
年
(
-
六
六
二
）
遺
領
を
継
ぎ
、
五
万
七
千
石
余
を
領
す
。

同
四
年
四
月
五
日
、
祖
父
忠
紙
が
所
務
し
て
い
た
常
高
院
（
京
極
高
次
室
。
浅
井
氏
。
）
の
采
地
千
四
百
石
余
を
合
わ
せ
、
五
万
八
千
五

百
石
の
御
朱
印
を
賜
る
。
同
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
従
五
位
下
備
中
守
に
叙
任
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月
十
八
日
、
播
磨
国
加

古
川
駅
で
没
す
。
享
年
四
十
歳
（
「
寛
政
譜
』
第
七
、
一
七
二
頁
）
。

永
井
信
濃
守
は
永
井
尚
政
（
『
寛
政
譜
」
第
十
、
二
七

0
i
二
七
三
頁
）
。

松
平
左
京
太
夫
は
松
平
頼
純
。
徳
川
家
康
の
十
一
男
、
頼
宣
の
次
男
。
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
一
月
四

B
誕
生
。
幼
名
久
松
丸
。
承

応
三
年
（
一
六
五
四
）
十
二
月
二
十
五
日
、
従
四
位
下
左
近
衛
権
少
将
に
叙
任
。
同
二
十
六
日
、
左
京
太
夫
と
改
め
、
同
二
十
七

H‘

詭

を
頼
純
と
す
る
。
万
治
一

1一年
（
一
六
六
0
)
七
月
二
十
二

H
、
本
多
能
登
守
忠
義
の
女
を
姿
る
。
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
正
月
、
紀
州

に
お
い
て
五
ガ
石
を
分
知
さ
れ
る
。
同
十
年
二
月
十
八

H
、
伊
予
西
条
三
万
石
を
拝
領
。
同
年
十
月
七
日
、
紀
州
分
知
五
万
石
の
う
ち
の

三
万
石
を
返
還
し
、
二
万
石
を
受
領
、
計
五
万
石
を
領
す
る
。
正
徳
元
年
（
一
七
―
-
）
十
月
七

H
没
（
『
徳
川
諸
家
系
譜
第
一

1-
』
-

九
七
九
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。
四
九
i
五
一
頁
）
。

本
多
下
野
は
本
多
忠
平
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
播
磨
国
姫
路
に
て
誕
生
。
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
十
二
月
二
十
八
日
、
従
五
位
下
＇

下
野
守
に
叙
任
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
十
一
月
二
十
五
日
、
襲
封
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
七
月
二
十
七
日
、
一
万
石
を
加
増
さ

れ
下
野
国
宇
都
宮
に
お
い
て
十
一
万
石
を
領
す
。
貞
享
一
一
年
（
一
六
八
五
）
六
月
二
十
二

H
、
大
和
国
郡
山
に
移
封
。
元
禄
六
年
(
-
六

九
一
―
-
)
十
二
月
十
八
日
、
従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
。
同
八
年
十
月
十
五
B
没
す
。
享
年
六
十
四
（
『
寛
政
譜
』
第
十
一
、
ニ
ニ
七
頁
）
。

河
内
殿
は
酒
井
忠
挙
。
福
岡
藩
三
代
藩
主
黒
田
光
之
の
長
女
は
、
忠
挙
の
正
室
（
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
二
巻
』
一
九
八
二
年
、
文
献
出

版
。
二
九
四
頁
）

鎌
田
九
郎
兵
衛
昌
信
。
鎌
田
八
郎
兵
衛
昌
勝
嫡
男
（
【
鎌
田
氏
系
図
】
参
照
）
。

桐
山
丹
波
は
天
文
―

-+11一
年
(
-
五
五
四
）
、
播
磨
国
で
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
孫
兵
衛
、
後
に
大
炊
、
丹
波
を
名
乗
る
。
妻
は
小
河
武
蔵

の
娘
で
、
小
河
三
河
・
小
河
傭
右
衛
門
の
妹
に
あ
た
る
。
丹
波
は
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
黒
田
職
隆
・
孝
高
に
仕
え
、
丹
波
は
孝
麻
よ
り
十
歳

年
少
で
あ
っ
た
。
孝
高
•
長
政
の
供
を
し
て
各
地
を
転
戦
。
朝
鮮
の
役
の
時
は
長
政
に
属
し
て
戦
功
を
挙
げ
た
。
慶
長
五
年
(
-
六00
)、

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

如
水
が
豊
後
に
出
陣
し
た
時
は
豊
前
国
馬
ヶ
嶽
城
を
預
け
ら
れ
た
。
黒
田
家
の
筑
前
入
国
後
、
六
千
石
を
領
し
た
。
最
終
的
に
は
家
老
と

な
り
、
福
岡
溜
政
に
も
参
画
し
た
。
二
代
藩
主
忠
之
の
代
ま
で
仕
え
て
、
寛
永
二
年
(
-
六
二
五
）
三
月
十
七
日
に
没
し
た
。
享
年
七
十

二
歳
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
（
六
八

0
／
ソ
／
二
）
「
増
益
家
臣
側
」
）
（
【
鎌
田
氏
系
図
】
参
照
）
。

原
弥
左
衛
門
は
実
名
種
良
。
後
に
伊
予
と
号
す
。
初
名
は
宝
珠
山
左
近
太
夫
。
大
蔵
姓
原
田
氏
一
族
。
父
宝
珠
山
隆
信
は
天
正
年
中
、
筑

前
国
上
座
郡
宝
珠
山
か
ら
豊
前
国
香
春
岳
城
に
移
り
住
み
、
大
友
氏
に
属
し
た
。
黒
田
孝
高
（
如
水
）
が
豊
前
に
封
じ
ら
れ
た
時
、
黒
田

家
臣
と
な
る
。
孝
高
は
彼
の
姓
名
が
長
い
こ
と
を
厭
い
、
原
弥
左
衛
門
と
改
名
さ
せ
た
。
黒
田
長
政
が
城
井
氏
を
攻
め
た
時
、
神
楽
山
城

を
守
備
し
多
く
の
敵
を
討
ち
取
っ
た
。
朝
鮮
の
役
に
お
い
て
戦
功
を
あ
げ
、
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
豊
後
国
安
岐
城
攻
め
で
も
武
功
を

あ
げ
て
、
筑
前
入
国
後
二
千
石
を
与
え
ら
れ
た
。
福
岡
藩
一
一
代
藩
主
忠
之
の
代
、
栗
山
大
膳
流
刑
後
に
上
座
郡
左
右
良
に
置
か
れ
隣
国
の

押
さ
え
を
任
さ
れ
た
。
寛
永
十
六
年
(
-
六
三
九
）
十
月
二
十
六
日
没
す
。
享
年
八
十
三
歳
（
九
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
所
蔵

（
六
八

0
／
ソ
／
二
）
「
増
益
家
臣
側
巻
之
一
―
-
」
）
。

詳
細
不
明
。

仁
右
衛
門
と
は
久
野
仁
右
衛
門
一
貞
と
考
え
ら
れ
る
。
仁
右
衛
門
は
中
老
久
野
四
兵
衛
の
子
（
福
岡
地
方
史
研
究
会
編
『
福
岡
藩
分
限
帳

集
成
』
一
九
九
九
年
、
海
鳥
社
。
三
七
頁
）
。

詳
細
不
明
。

鎌
田
昌
勝
の
こ
と
。

梅
津
五
郎
左
衛
門
の
名
を
「
寛
文
官
録
」
に
見
る
が
、
詳
細
は
不
明
（
註
44
前
掲
書
六
二
頁
）
。

郡
五
兵
衛
利
勝
は
知
行
千
石
（
註
44
前
掲
書
三
八
頁
）
。

野
村
新
兵
へ
は
野
村
新
兵
衛
為
貞
（
正
貞
）
と
考
え
ら
れ
る
。
知
行
千
三
百
石
（
註
44
前
掲
書
三
八
頁
）
。

詳
細
不
明
。

松
下
志
朗
「
近
世
前
・
中
期
に
お
け
る
藩
政
の
展
開
に
つ
い
て
」
（
『
福
岡
県
史
近
世
研
究
編
福
岡
藩
(
-
)
』
一
九
八
三
年
、
西
日
本

文
化
協
会
。
九

0
¥
-
0
一
頁
）
。
『
福
岡
県
史
通
史
編
福
岡
藩
(
-
)
』
二

0
0
0
年
、
西
日
本
文
化
協
会
。
二
八
〇
＼
二
八
六
頁
。

鎌
田
昌
勝
の
妻
は
桐
山
作
兵
衛
利
章
の
女
で
、
利
章
は
桐
山
丹
波
の
嫡
男
で
あ
る
（
【
鎌
田
氏
系
図
】
参
照
）
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
請
求
記
号
[
-
六
九
—
0
二
五
]
0
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岡
谷
繁
実
は
岡
谷
繁
正
の
子
で
、
天
保
六
年
(
-
八
三
五
）
―
―
一
月
ト
ニ
日
出
羽
国
山
形
城
内
で
誕
生
C

岡
谷
の
‘
卍
家
秋
元
家
は
弘
化
一
．
年

（
一
八
四
五
）
、
出
羽
国
山
形
か
ら
上
野
国
館
林
に
移
封
。
弘
化
四
年
(
-
八
四
し
）
八
月
家
督
相
続
。
禄
尚
二
百
石
一
雄
略
天
皇
山
陵
修

復
を
企
両
・
進
，
―
-
口
し
、
最
終
的
に
は
館
林
・
宇
都
宮
両
藩
の
出
資
に
よ
っ
て
山
陵
修
復
事
業
を
成
就
さ
せ
る
。
元
治
元
年
(
-
八
し
ハ
四
）

十
月
、
同
年
四
月
長
州
藩
に
赴
い
た
際
、
同
藩
の
老
臣
と
気
脈
を
通
じ
た
と
の
嫌
疑
を
う
け
て
禄
を
奪
わ
れ
、
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明

治
応
年
(

1

八
六
八
）
、
大
久
保
利
通
の
大
坂
遷
都
に
反
対
し
、
江
戸
遷
都
を
建
白
。
こ
の
建
白
は
容
れ
ら
れ
、
同
二
年
正
月
復
籍
を
命

せ
ら
れ
、
同
年
二
月
、
元
高
一
二
百
い
を
賜
っ
て
公
議
人
と
な
る
。
同
月
十
五
日
行
政
官
出
仕
(
)
そ
の
後
、
民
部
官
に
転
じ
、
同
年
八
月
に

は
芯
松
縣
大
参
事
と
な
る
が
、
ト
一
月
辞
職
。
同
じ
年
一
月
内
務
省
七
等
出
仕
し
、
六
等
に
昇
進
、
図
書
助
に
任
ぜ
ら
れ
、
十
一
月
従
し
ハ

位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
同
JL
年
四
月
内
務
省
少
丞
、
同
十
一
年
修
史
館
御
用
掛
。
同
三
十
四
年
四
月
官
幣
中
社
鎌
倉
宮
宮
司
、
三
十
五
年
官

幣
大
社
氷
川
神
社
官
司
と
な
る
(
1

大
正
四
年
（
．
九
一
五
)
|
―
月
従
五
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
大

d
九
年
ト
ニ
月
九
日
病
没
；
享
年
八
十

六
歳
（
福
田
啓
作
・
寺
島
錬
二
『
館
林
人
物
誌
』
（
復
刻
版
）
一
九
八

0
年
、
国
書
刊
行
会
。
一
六
六
＼
一
七
1

頁
）
。
ま
た
、
『
名
将
言

行
録
」
は
、
は
じ
め
明
治
四
年
二
八
じ
-
)
に
三
十
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
増
汀
版
七
十
巻
か
明
治
て
十
九
年
（
一
八
几

六
）
に
刊
行
さ
れ
た
（
岡
谷
繁
実
『
定
本
名
将
言
行
録
（
上
）
愛
蔵
版
』
（
復
刻
。
一
九
六
七
年
、
新
人
物
往
来
社
。
「
校
注
凡
例
」
）
。

澗
谷
繁
実
『
定
本
名
将
言
行
録
（
上
）
愛
蔵
版
』
（
復
刻
，
一
九
六
じ
年
、
新
人
物
往
未
社
。
，
一
頁
ト
一

firH
ー
一
番
目
）
し
黒
田
如
水

に
つ
い
て
は
、
同
占
（
中
）
の
巻
之
一
一
十
九
に
「
黒
田
孝
裔
」
の
項
目
か
設
け
ら
れ
て
い
る
(
1
0
·
~
一
四
0
頁
）a

九
州
大
学
品
緑
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
「
宇
上
細
JI
家
文
書
」
一
五
九

『
寛
永
諸
家
系
図
伝
0

.

『
寛
政
重
修
諸
家
諮
』
に
よ
る
と
、
一
一
，
好
姓
て
丹
後
守
を
官
途
と
す
る
人
物
は
一
万
刃
居
一
し
か
見
出
せ
な
い
C

彼

は
三
好
山
城
守
に
仕
え
後
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
秀
古
の
黄
栂
衣
衆
と
な
り
、
朝
鮮
出
兵
に
も
従
軍
し
た
。
そ
の
後
、
徳
川

家
康
に
召
し
出
さ
れ
、
慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)
の
関
ヶ
麻
合
戦
で
は
家
康
に
供
奉
し
た
河
内
に
お
い
て
ー
一
千
―
一
ー
百
石
を
与
え
ら
れ
、

ま
た
相
伴
衆
と
な
っ
て
い
る
（
『
党
永
諸
家
系
図
伝
第
四
』
一
一
四
九
貝
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
第
四
』
四
五
•
四
六
頁
）

C

よ
っ

て
、
三
好
丹
後
守
が
毛
利
輝
几
の
使
者
と
し
て
大
友
義
統
を
四
軍
ガ
に
勧
誘
し
た
と
い
う
の
は
牒
り
で
あ
ろ
う
。

大
友
義
乗
は
大
友
義
統
の
嫡
男
。
文
禄
一
一
年
(
-
五
九
三
）
大
友
氏
改
易
の
際
、
徳
川
家
康
に
預
け
ら
れ
た
後
、
家
康
に
什
え
一
二
千
ー
1

百

h
を
与
え
ら
れ
た
。
暖
長
五
年
（
；
ハ

C
o
)
卜
杉
征
伐
で
は
徳
川
秀
忠
に
供
奉
し
た
り
父
義
統
が
石
坦
原
合
戦
後
、
秋
田
実
季
に
拍
け

ら
れ
た
後
も
義
乗
に
は
お
咎
め
は
な
か
っ
た
慶
長
十
七
年
(
-
六
―
二
）
七
月
十

^
-
H没
。
享
年
一
＾
一
十
六
歳
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

--88 -



(67) 
6
 

(
6
 

/ 

65 (64) 

63 9l 

(
6
 

ー(6
 

/ 

60 

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
h
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て

譜
第
二
』
三
八
五
貞
）
。

松
井
康
之
家
臣
の
下
津
平
左
衛
門
は
、
九
月
十
日
の
戦
闘
に
お
い
て
「
鑓
合
蒙
鑓
疵
」
、
そ
の
戦
功
で
後
に

111
高
＾
「
日
石
に
百

11
を
加
増

さ
れ
て
い
る
（
（
慶
長
五
1
1
-
J
ハ
0
0
年
）
「
松
井
康
之
家
来
筈
二
相
申
者
交
名
」
（
『
平
成
十
年
度
秋
季
特
別
展
覧
会
八
代
の
歴
史
と
文

化
珊
関
ヶ
原
合
戦
と
九
州
の
武
将
た
ち
』
二
九
．
，
二
九
・
ー
一

;
•
O貞
）
。

竹
中
直
利
は
慶
長
五
年
（
．
六

C
O
)
九
月
当
時
、
豊
後
国
国
束
郡
高
田
城
主
で
一
万
石
を
領
し
て
い
た
。
の
ち
に
曹
後
府
内
に
一
万
石

を
加
増
さ
れ
て
移
封
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
箇
所
の
品
述
は
誤
り
と
な
る
。

栗
山
大
膳
亮
は
栗
山
利
章
。
天
正
十
九
年
(
-
五
九
一
）
正
月
二
十
：

H
生
ま
れ
（
柴
多
一
雄
分
担
執
箪
「
栗
山
大
膳
」
〔
『
国
史
大
辞

典
ー
〕
）
。
こ
こ
で
は
栗
山
備
後
利
安
と
混
同
さ
れ
て
い
る
3

大
膳
は
慶
長
五
年
段
階
で
ま
だ
九
歳
で
あ
り
、
石
垣
原
合
戦
に
参
加
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

加
美
宏
「
軍
記
物
の
行
方
ー
室
町
・
戦
国
軍
記
の
展
8
F
|ー
」
二
.
同
文
栄
研
究
資
料
館
講
演
焦
八
軍
記
物
語
の
展
開
』
一
九
八
七
年
、

国
文
学
研
究
資
料
館
。

•
1
0
頁
）

笹
川
祥
牛
「
近
世
の
軍
書
ー
近
江
の
戦
国
時
代
を
描
い
た
作
品
を
例
と
し
て
ー
|
」
(
『
軍
記
物
語
と
そ
の
劇
化
』
―

1
0
0
0
年
、
臨
川

書
店
．
五
一
＼
五
四
直

拙
稿
「
石
垣
原
合
戦
記
九
州
の
関
ヶ
原
、
石
垣
原
合
戦
を
題
材
と
し
た
軍
記
・
伝
記
史
料
」
（
上
）
・
（
下
)
(
[
比
較
社
会
文
化
研
究
』

第
二
六
・
ニ
七
＂
グ
、
二

0
0
九
・
―

I
O
I
0
年
、
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
）

山
上
登
志
美
氏
は
、
寛
永
十
八
年
（
；
ハ
四
一
）
に
書
か
れ
た
、
一
柳
家
の
発
祥
か
ら
淋
き
始
め
関
ヶ
原
合
戦
で
最
後
を
し
め
く
く
っ
た

家
の
記
録
、
い
わ
ゆ
る
「
家
記
」
で
あ
る
「
一
柳
家
記
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
が
描
く
関
ヶ
原
合
戦
記
事
か
ら
は
、
先
代
か
ら
続
く
徳

川
へ
の
忠
誠
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
、
と
さ
れ
る
（
山
卜
登
志
美
「
関
ヶ
肱
関
係
[
軍
記
]
の
研
究
」

〔
『
歴
史
読
本
特
集
関
ヶ
原
合
戦
全
史
』
第
四
十
九
巻
第
十
一
号
、
二

0
0
四
年
十
一
月
、
新
人
物
往
来
社
〕

4

八
九
・
一
九

0
頁）。

ま
た
、
「
黒
川
長
政
記
」
（
国
立
公
文
書
館
蔵
．
）
も
「
一
柳
家
記
」
と
同
じ
く
、
関
ヶ
原
で
の
長
政
の
忠
勤
ぶ
り
を
強
調
し
、
そ
れ
以
外

に
も
「
豊
後
陣
聞
苫
」
や
「
曲
早
後
崩
聞
書
」
と
い
っ
た
黒
田
家
に
関
す
る
関
ヶ
原
関
係
軍
記
も
長
政
の
父
如
水
（
孝
高
）
の
家
康
に
対
す

る
忠
誠
を
主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
、
評
価
さ
れ
る
（
同
一
九

0
'
I
九
一
頁
）
。

高
野
信
治
「
近
世
大
名
家
臣
の
役
勤
と
人
事
—
ー
福
岡
湘
黒
田
家
を
事
例
に
ー
」
二
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要

第
五
十
1

一
号
』
二

0
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0
九
年
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
。
三
二
貝
）
同
論
文
で
は
、
福
岡
藩
家
中
の
山
路
家
、
荒
巻

家
な
ど
の
事
例
か
ら
、
家
と
し
て
の
確
実
な
由
緒
が
昇
進
・
家
格
上
昇
に
は
必
要
で
あ
る
、
と
さ
れ
、
ま
た
近
枇
武
家
集
団
に
お
け
る
人

事
は
、
戦
功
に
関
わ
る
由
緒
と
無
縁
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
さ
れ
る
（
同
上
五
一
．
頁
）
。

柴
多
一
雄
氏
は
、
四
代
藩
主
「
綱
政
代
ま
で
の
福
岡
藩
で
は
、
家
老
は
藩
主
側
近
の
下
級
家
臣
が
取
り
立
て
ら
れ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
初
期
以
来
代
々
家
老
に
就
任
す
る
よ
う
な
家
は
、
二
奈
木
黒
田
家
以
外
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
O

J

と
さ
れ
る
（
柴
多
一
雄
「
近

世
前
期
福
岡
藩
の
家
臣
団
と
黒
田
二
十
四
騎
図
」
『
黒
田
長
政
と
二
|
四
騎
黒
田
武
士
の
世
界
』
：

0
0
八
年
、
福
岡
市
博
物
館
〕
六
頁
〕
。

古
向
野
信
治
氏
は
、
「
新
参
格
家
臣
の
側
近
と
し
て
の
取
り
立
て
と
そ
の
興
亡
は
、
権
力
強
化
を
企
図
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
主
に
よ
る
属
人

的
関
係
で
の
政
務
運
営
を
示
す
が
、
こ
れ
は
武
功
が
家
臣
秩
序
に
と
っ
て
最
も
重
要
と
す
る
認
識
の
変
容
と
裏
腹
の
動
向
と
考
え
ら
れ
、

逆
に
武
功
の
家
を
自
認
す
る
階
層
の
譜
代
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
」
と
さ
れ
る
（
註
67
高
野
氏
前
掲
論
文
、
三
四
貞
）
。
そ

れ
は
、
新
参
者
（
「
出
頭
人
」
）
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
武
功
の
な
さ
と
い
う
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
い
か
に
克
服
す
る
か
に
腐
心
し
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
，

高
野
信
治
氏
は
、
家
臣
個
人
で
ま
た
各
家
で
独
自
に
作
成
さ
れ
た
記
録
・
由
緒
類
に
は
、
そ
の
上
昇
志
向
、
他
家
よ
り
抜
き
ん
で
た
い
と

い
う
、
武
士
の
心
性
に
内
在
す
る
正
忌
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
、
と
さ
れ
る
（
計
67
高
野
氏
前
掬
論
文
、
五
ニ
・
五
―
―
―

頁）。
『
国
占
総
日
録
第
二
巻
』
(
-
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
「
黒
田
如
水
記
」
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
以
外
に
、
東
京
教

育
大
学
（
筑
波
大
学
）
、
東
京
大
学
、
東
北
大
学
（
宝
暦
一
―
―
ム
〔
一
七
六
三
〕
写
）
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
、
金
沢
市
加
越
能
文
府
、
島
原

市
立
島
原
公
民
館
松
平
文
庫
、
淳
経
閣
文
匝
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
（
成
貸
。
寛
文
一
―
―
〔
一
六
六
二
〕
写
）
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
[
)

【
追
記
】脱稿

直
後
、
林
千
寿
氏
の
論
文
、
「
慶
長
五
年
の
戦
争
と
戦
後
釦
国
体
制
の
創
出
ー
—
九
州
地
域
を
素
材
と
し
て

l

」
(
『1
1
本
歴
史
』
七

四
一
一
号
、
一

-
0
1
0
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
）
が
発
表
さ
れ
た
。
「
石
垣
原
合
戦
」
に
関
わ
る
屯
要
な
論
点
を
含
む
論
文
で
あ
る
か
、
今
回
本

稿
で
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

(71) 
＾ 70 (69) 

68) 

九
州
大
学
所
蔵
の
慶
長
五
年
石
垣
原
合
戦
関
係
軍
記
史
料
に
つ
い
て
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